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編 集 後 記

　最後までお読みいただき、ありがとうございました。
　本号では、「令和７年度」の各支部・各委員会のさまざまな活動や会員の皆さまの取り組みを
ご紹介しております。編集を通して改めて感じたのは、多くの方々の熱意や支えによって建築士
会の活動が成り立っているということです。
　活動の内容はそれぞれ異なりますが、地域を想う気持ちや人とのつながりを大切にする思いは
共通しているように感じます。「よろいど」がその思いや活動を共有する場となり、会員同士の
交流のきっかけとなれば幸いです。
　今後も皆さまのご協力に感謝しながら、長崎県建築士会の魅力をお伝えしてまいります。引き
続き「よろいど」をよろしくお願いいたします。
 広報委員 三根 小百合　

令和７年度　一般社団法人 長崎県建築士会　本部事務局・支部一覧

〒 住　　　　所 電　話 FAX

事務局本部 850-0036 長崎市五島町5－34
トーカンマンション713号 095-828-0753 095-827-7007

支部名 支部長 支　部　住　所 電　話 FAX

長 崎 支 部 有馬　一郎
〒850-0032
長崎市興善町4番6号
田都ビル601号室

095-826-5514 095-826-5535

佐世保支部 富田　浩司
〒857-0872
佐世保市上京町1番10号
㈱指山建築ファクトリー 内

0956-22-8329 0956-23-9696

諫 早 支 部 森　　　浩
〒854-0003
諫早市泉町20番25号 フォレストビル301号
モリ設計㈱ 内

0957-22-2458 0957-22-3448

大 村 支 部 久野　重夫
〒856-0814
大村市松並2－1223－2
ＳＳ総合企画　内

0957-53-4949 0957-53-4949

島 原 支 部 中村　靖人
〒855-0042
島原市片町551－2 0957-64-2798 0957-64-2798

北 部 支 部 内田　信介
〒857-0311
北松浦郡佐々町本田原免22番地1
㈱新建築設計事務所 内

0956-63-2151 0956-63-2153

五 島 支 部 松岡　博己
〒853-0601
五島市三井楽町浜の畔948
尾崎宅 内

0959-72-3470 0959-72-4638

上五島支部 久家　良一
〒857-4416
南松浦郡新上五島町道土井郷199番地
㈱久家設計事務所　上五島事務所 内

0959-52-4751 0959-52-4752

壱 岐 支 部 辻川　芳夫
〒811-5214
壱岐市石田町印通寺浦301
㈱創栄建設 内

0920-44-5309 0920-44-5189

対 馬 支 部 対馬管内は本部直轄になりました

一般社団法人 長崎県建築士会
　　　　広報委員会　　髙橋　弘一（本部・長崎支部　編集者）
　　　　　　　　　　　三根小百合（長崎支部）　　本郷　真樹（長崎支部）　竹田　政和（長崎支部）
　　　　　　　　　　　富田　浩司（佐世保支部）　山本　道夫（諫早支部）　池上　美喜（島原支部）
　　　　　　　　　　　辻田直太郎（北部支部）　　松岡　博己（五島支部）

　長崎県指定有形文化財「江袋教会」があ
る江袋集落の教会背後に咲く「ツツジ」の
花。毎年４月中旬から下旬の頃に満開にな
ります。火災に遭う前に植えられた花木が
火災を乗り越えた教会堂を優しく包み込む
かのように美しい花々で彩ります。

　５月の新上五島は新緑や青い海と相まっ
て本当に美しい季節を迎えます。









　　　　日　時：令和７年６月13日（金）16時00分～ 17時30分　　会　場：ホテルニュー長崎
　　　　出席者：44名　委任状：468名　合計512名　　　　司　会：髙濵美生（事務局）
　　　　議　長：鯖江康裕（長崎支部）　議事録署名人：戸田八州男（長崎支部）、森濱秀人（長崎支部）

＜報告事項＞
① 令和６年度事業報告について
　事務局より６年度の事業報告。CPD対象技術講習会及び見学会の実施報告、建築甲子園の報告、CPD
取得証明書の発行実績、気候風土適応住宅ガイドライン作成、長崎県ヘリテージマネージャーの活用報
告、景観整備機構として長崎市景観教室実施、建築士試験の実施、各種講習の実施、鹿児島全国大会、建
築士の集い（宮崎大会）への参加報告、等をおこなう。委員会の活動報告については各委員長より説明が
おこなわれた。
② 令和７年度事業計画について
　事務局より令和７年度の事業計画を説明。例年以外では、作成した気候風土適応住宅基準運用について
の説明会の実施すること。全国大会が大阪府で９月に実施となること、建築士の集いが福岡開催になるこ
となど。
③ 令和７年度収支予算について
　事務局より令和７年度収支予算について説明。
　経常収益：35,935,763円（昨年度比約145万円の減収見込み）
　経常費用：35,933,775円（昨年度比約137万円程度の減額）
<議決事項＞
第１号議案　令和６年度収支決算の報告について
　事務局より決算書類について説明を行う。
　経常収益：35,404,576円となり、前年度比1,558,330円の減収となったことを説明。経常費用：37,855,395
円の支出となり、昨年度比1,762,215円と大幅に減額となったことを説明。当期経常増減額は2,450,819円の
赤字となった事を説明、報告された。その後監事より会計監査報告があり、決算報告は承認された。
第２号議案　終身正会員の承認について
　事務局より推薦候補者を紹介。佐世保支部の今井 薫会員、諫早支部の森 信久が承認された。
＜その他について＞
　相談役の交代について事務局より説明。
　高口 健相談役の異動に伴い、長崎県土木部建築課総括課長補佐に着任した波江野大輔氏を相談役とす
ることを報告。

令和７年度 定時総会報告

県本部総会（会長あいさつ） 県本部総会懇親会（賛助会員様のアピールタイム）
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令和７年度 一般社団法人 長崎県建築士会組織図（委員配置）
※太字は本部理事・監事

総務委員会
委員長、有馬副会長兼務

総務部会
副会長
有馬　一郎

ヘリテージ委員会
委員長　丸岡　浩樹

災害対策委員会
委員長、戸田副会長兼務

まちづくり部会
副会長
指山　康二

青年委員会
委員長　鯖江　康裕

CPD・専攻建築士
委員長　太田　達也

事業委員会
委員長　池田　剛

広報委員会
委員長　髙橋　弘一

まちづくり委員会
委員長、指山副会長兼務

副委員長
長崎支部 佐世保支部 諫早支部 大村支部 島原支部
有馬　一郎 富田　浩司 森　浩 久野　重夫 中村　靖人
北部支部 五島支部 上五島支部 壱岐支部
内田　信介 松岡　博己 久家　良一 辻川　芳夫

副委員長
佐世保支部 長崎支部 長崎支部 長崎支部 島原支部
富田　浩司 本郷　真樹 竹田　政和 三根小百合 池上　美喜
北部支部 五島支部 諫早支部
辻田直太郎 松岡　博己 山本　道夫

副委員長
長崎支部 島原支部 長崎支部 長崎支部 長崎支部 長崎支部
鯖江　康裕 荒木　由美 平川　雅俊 山北　守 山崎　努 森濱　秀人
長崎支部 長崎支部 長崎支部 佐世保支部 佐世保支部 オブザーバー
森岡　実 本郷　真樹 山道　寛将 國本　眞市 井上　建爾 鉃川、髙橋

副委員長
長崎支部 長崎支部 長崎支部 佐世保支部
鉃川　進 丸岡　浩樹 清島　光治 富田　浩司
住宅センター 行政 行政
平松　彰 森　孝雄 牧田　悠依

副委員長
佐世保支部 佐世保支部 佐世保支部 佐世保支部 佐世保支部 佐世保支部
廣川　祐輔 富田　浩司 指山　立 國本　眞市 井上　建爾 岩本　亮
長崎支部 長崎支部 長崎支部 北部支部 佐世保支部 佐世保支部
森岡　実 三根小百合 丸岡　浩樹 辻田直太郎 前田　優作 中村　辰也

副委員長
佐世保支部 長崎支部 長崎支部 佐世保支部 佐世保支部
石橋　徳一 山道　寛将 本郷　真樹 前田　優作 本多　竜二
諫早支部 大村支部 島原支部 島原支部 オブザーバー
中内　真 野口　純良 大場　哲也 前田　祐志 木下　和広

副委員長
島原支部 長崎支部 長崎支部 島原支部
池上　美喜 松川　京子 三好　智子 荒木　由美

副委員長
長崎支部 長崎支部 佐世保支部 諫早支部 大村支部
里　直考 本郷　真樹 廣川　祐輔 木下　和広 久野　重夫
島原支部 北部支部 五島支部 上五島支部 壱岐支部
本多　悦弘 松尾　靖孝 平田　飛馬 宇戸　康志 辻川　芳夫

推進協議会委員兼務
長崎支部 長崎支部 長崎支部 佐世保支部
三好　智子 松寺　正明 里　直考 井上　建爾
佐世保支部 大村支部 島原支部 外部委員支部
前田　優作 松下　明弘 荒木　由美 亀山　茂

審査評議会
議長 行政 設計・監理 建築構造

鮫島　和夫 波江野大輔 木場　耕志 中村　和利
設備設計 建築士会 建築士会 −
永安　久幸 有馬　一郎 指山　康二 −

事務局
髙濵　美生・陣内　恵子

監　事
長崎支部
上山　信宏
諫早支部
新北　達也

総　括
会　長
中野　善弘

 〈特別委員会〉

 〈特別委員会〉

特別部会
副会長
戸田八州男

女性委員会
委員長　三根小百合

事業部会
副会長
中村　靖人

専務理事兼事務局長
髙橋　弘一
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令和７年度　各委員会の活動報告

委員会名 委員長 主な活動内容

総務委員会

有馬　一郎
◆建築甲子園
テーマは「地域のくらし　地域に根ざした新しい和室を持つ戸建の住まい」
で今年度は島原工業より１点、長崎工業より１点、大村工業より２点、合計
４点の応募。大村工業高等学校の作品（つなぐ和室）を長崎県代表作品に選
出し連合会へ提出。（結果は奨励賞）連合会及び当会からの賞状・副賞を令
和８年３月13日に会長と専務理事が学校を訪問し贈呈。
県代表に届かなかった作品に対しては「長崎県奨励賞」を贈呈。

広報委員会

髙橋　弘一
◆長崎県建築士会の会報『よろいど』の編集、発行
2024年度から年１回でその年度のまとめ（記録）としての発行とし、今年度
も2026年６月に2025年度号を発行予定で作業を続けている。
編集方針として、各支部、各地域の情報を広く集めて紹介する、これまでよ
りより広い視点をもつ、楽しそうな構成とするなどを心がける。
・『よろいど』の編集方針に関する委員会をWebにて開催

事業委員会

池田　　剛

◆建築士会事業の企画・運営
１．国、県が行う建築士試験に関する事業の協力
２．講演会、講習会及び説明会その他事業の企画運営及び協力
３．建築士会会員を対象に公共建築工事標準仕様書１章から23章のWEB講

習（長崎県建築士会ホームページ会員専用から配信する。）　
　　（R7年度・土工事・地業工事・防水工事１・防水工事２配信中）
４．建築基準法改正講習会（令和７年１月16日長崎会場録画WEB配信）
５．建築家「仙田 満」氏講演会　令和７年12月２日開催

ヘリテージ委員会

丸岡　浩樹

◆諫早市多良見町のリノベーション（個人所有の古民家）案件について
・リノベーション計画、工事発注し、現在完成に向けて工事中（６月完成予
定）令和８年２月15日に施工現場見学を開催。
◆長崎県歴史的建造物データベースの整備調査について（まちづくり委員会
へ協力）
・長崎県の歴史的建造物データベースの洗い出し作業で、学会データベース
との整合、追加を行う。現存確認と、学会データベースへの追加作業
◆ヘリテージマネージャースキルアップ
・スキルアップの一環として、11月28日に晧台寺保存修理工事の加工場と保
存修理施工事例の見学会を実施（共に佐賀県武雄市内）また、令和８年１月
28日には長崎市の解体予定の町屋の猪口屋で見学会を実施した。
◆その他
・応急危険度判定及び文化財ドクター被災建築物調査訓練を災害対策委員会
と共同で令和８年３月14日に南山手の洋館を使い開催
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委員会名 委員長 主な活動内容

災害対策委員会

戸田八州男

◆被災建物応急危険度判定の実地訓練及び文化財ドクターによる被災建物の
調査訓練の開催
　①令和７年９月19日、第67回 建築士会全国大会「おおさか大会」におい
て「防災まちづくりセッション」に参加し、他県の災害への取り組みについ
て研修。
　②令和８年３月14日、災害において被害を受けた被災建築物の応急危険度
判定の実地訓練および歴史的建造物が被災した場合の調査訓練を実際の歴史
的建造物を使って訓練を開催した。
　③他団体との協力体制の構築（住宅センターを軸とした建築士・住宅、建
築関係団体）※被災住宅の修理、建替えに関する期間や方法等の相談

まちづくり委員会

指山　康二

◆連合会・九州ブロック会が推進する、会議・研修会等への参加

◆長崎県建築士会まちづくり委員会
令和７年11月29日「佐世保市空き家無料相談会」開催
 （参加者：佐世保支部　井上建爾）
◆長崎県建築士会佐世保支部まちづくり委員会活動
　佐世保市教育委員会文化財課より「黒島古民家調査業務」受託
　世界遺産：重要文化的景観である「黒島集落」のうちの４件の伝統的な家
　屋の構造や現況、破損状況の調査（図面作成）を実施
◆長崎県建築士会まちづくり委員会・佐世保支部ＨＭ委員会
　令和７年12月13日【令和７年度第４回郷土史体験講座・佐世保の美的建造
　物を学ぶ】十八親和銀行・佐世保市教育委員会・長崎県建築士会共催

CPD委員会

太田　達也 ◆CPDプログラム認定申請の内容協議及び承認と単位数の決定
　　令和７年度　プログラム認定申請 → 21件（全て承認）
◆専攻建築士専攻領域追加認定申請→１件（条件不足及び書類不備等により
予備審査にて棄却）

九州ブロック R7.  6/21 第１回九州まちづくり会議（アクロス福岡）
 （参加者：指山康二、廣川祐輔、富田浩司）

R7.10/25
～ 26

九州まちづくり塾 in 南薩（鹿児島）へ参加
 （参加者：指山康二、丸岡浩樹）

連合会 R7.  9/18 全国ヘリテージマネージャーネットワーク協議会
総会（大阪市中央公会堂）
 （参加者：指山康二、戸田八州男）

R7.  9/19 第67回建築士会全国大会「大阪大会」
※まちづくり委員会セッションへ参加

R8.  1/30
～ 31

令和７年度第34回全国まちづくり会議 in みやぎ
 （参加者：指山康二、富田浩司）
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委員会名 委員長 主な活動内容

青年・女性委員会
（合同）

鯖江　庸裕

三根小百合

◆連合会、九州ブロック会が開催する会議等への参加

◆令和７年度九州ブロック建築士の集い「福岡大会」への参加：44名参加
� （R7.  6/21）
◆会員増強イベント：
　①一級建築士製図試験課題の類似建物見学会開催：非会員44名参加
　　　長崎市庁舎、長崎県庁にて実施� （R7.  8/16）
　
　②二級建築士製図試験課題の類似建物見学会開催：非会員10名参加
　　　長崎市内シェアハウス２棟の見学� （R7.  8/2）

◆住宅フェアへの参加
◆九ブロ主催の建築士サロン（WEB交流会）への参加
　過去５年以内の入会者に案内送付。結果参加者ゼロ。
◆くむんだーの実施
　県民の森で実施された「ふるさと森フェスタ」のイベントで佐世保メン

バー中心に実施

女性委員会（単独）三根小百合

◆魅力ある「和の空間」ガイドブック作成
・令和７年度　島原市（旧三村邸）、島原市（山本邸）、島原市（篠塚邸）
以上３件を実施。
◆住宅フェア
　・無料住宅相談：相談１件　ご実家の古民家再生利活用について
　・「和の空間」パネル展示

令和７年度　各委員会の活動報告（つづき）

開催日 主催 委員会等 参加者

Ｒ7.  4/12 九州ブロック 青年女性協議会（福岡県） 鯖江、山道、本多
前田、三根、池上

Ｒ7. 6/21 九州ブロック 青年女性協議会運営委員会
（福岡県）

鯖江、山道、前田
三根、池上

R7.  7/19
～ 20

連合会 第34回全国女性建築士連絡協議会
（山形県）

鯖江、
三根、池上

R7.11/1 九州ブロック 青年女性協議会運営委員会
（熊本県）

鯖江、山道、
前田（優）、前田（祐）、
三根、池上

R7.  3/8
〜 9

連合会 令和７年度全国青年委員⾧会議
（愛知県）

山道
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　近年、建築士会を取り巻く環境が他県士会および日本建築士会連合会同様、長崎県建築士会において
も、主として会員数の大幅減少からくる会費収入減を原因とする財政面の悪化が顕著になってきていると
ころであることは何度も説明をしてきた。本会においても他県や連合会の先例に倣い、三役、支部長、青
年女性などから「財政安定化タスクフォース」のメンバーを募り、昨年７月からこれまで３回に渡り会議
を続けている。このたびの第42回理事会にて令和８年度の計画を説明するにあたりこれまでの意見概要を
報告する。

１．⾧崎県建築士会ならびに各建築士会がかかえる現状と課題（タスクフォース会議の前提）
　　①会員数の大幅減少
　　　1980（昭和55）年度が会員数のピークで正会員が2,384人に準会員93人を合わせた2,477人が在籍。
　　　2024（令和６）年度では正会員882人、準会員58人合わせて940人にまで減った。
　　　これはピーク時に比べてほぼ３分の１の会員数であり、当然会費収入も３分の１となった。

　　②会員の高齢化と若年層会員の危機的な減少。（下図参照）
　　　以前からのデータにあるように会員の年齢構成比率で60歳代以上が半数を占めるという現状である。
　　　30歳以下の会員が極めて少ないことが現状で、50歳代以上で75％を占めている。

　　③恒常的な財政難
　　　令和６年度では、全体で240万円ほどの赤字で、本部レベルでは60万円ほどの赤字であった。
　　　本来は会費収入で賄えた財政バランスが完全に崩れ、試験収入、CPD収入などで辛うじて補って

いるが、このあたりの収入も頭打ちであり、新たな収入源を作らない限り会の継続が厳しい状況に
なっている。

　財政安定化タスクフォース会議の報告� 県本部事務局　

長崎県建築士会　会員数の推移
（昭和36年から令和６年度まで）

長崎県建築士会　現在の会員年齢の割合
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２．会議メンバーの構成
　　①基本的に三役+支部長+青年女性から構成する。
　　②第１回の会議で行政からの参加、賛助会員などの参加を検討。賛助会員については見送った。
　　　行政からは相談役に入ってもらう。会議の座長は中野会長とした。

３．アンケートの実施の検討
　　①他県のような会に対する意見聴取のアンケートを実施するのか。

　　これに対しては、他県あるいは連合会実施の結果と長崎が新たに採った結果と極端に意見の違いが
出ないのではないかという意見がいくつかあり、手間と時間を考えたとき、他県なり連合会の結果を
参考に長崎に馴染むことを考えれば良いという結論に達した。今回長崎県では、新たなアンケートは
採らず、他士会の結果の分析をおこない、本県の状況に馴染む事例を参考に検討することとした。

４．意見聴取からの良案
　　①建築女子旅（大分県での女性建築士の取り込み。日帰りバスツアーで建築とグルメめぐり）
　　②教育現場への入り込み（高校、大学の建築系学科などに何かの形で関わる。将来の建築士）
　　③趣味の部会（写真クラブ、ゴルフクラブ、シニアの集いなど少し建築から離れた方向も良い）
　　④五島支部ではシニア層がゴルフ大会を楽しみにしている。辞めない。他所から呼ばれない。
　　⑤建築士として注目されることの必要性。（子どもたちのなりたい職業、一般からの認知）

５．喫緊の課題（令和８年度の計画に向けて）
　①⾧崎支部の本部事務局内への移転
　　経費の削減を考え、本部の事務所に長崎支部を同居させたい。実は３年ほど前より意見はあった。

その時点ではとても現在のスペースにあと一人+荷物を持ち込む余裕はなかった。
　　たまたま、この３月で陣内職員が退職されるということとなり、ひとりであれば受け入れ可能と考

えた。次年度から九州ブロック会事務局の担当の件もあるため、提案となった。
　　タスクフォース会議の中では特に反対意見はなかったため、長崎支部事務局にて、本部と支部関係

者が集まり、おおむね本部に同居ということでまとまった。時期は８月以降として進めることと決め
た。

　②県建築士会の会費の値上げについて
　　県本部の会費は2015（平成27）年10月以来現在まで11年間据え置きである。
　　本来であれば今すぐにでも月額数百円の単位で上げるべきと考えるが、値上げを理由に退会する会

員がかなり出るという考えから、反対意見が出ている。
　　そのような状況の中、長崎支部が７年度から、島原支部が８年度から、それぞれ支部会費を大きく

値上げした。本来は支部内の話に留まらず、決定前に全体の話として相談すべきものであると考えら
れるので、今後は県本部に相談がほしい。

　　会費値上げに関しては今後のタスクフォース会議で議論を重ねる。

　③総会、総会懇親会の開催形式の変更（簡素化）
　　例年ホテル会場でおこなっていた総会、懇親会の形式を経費削減のひとつとして実行したい。
　　次回総会会場は既に押さえているので、キャンセル料の関係から３月理事会前に決定したい。
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　　総会と懇親会は別と考える。身の丈に合った総会、懇親会としたい。誰のための懇親会か。そのよ
うな観点から特に経費節減策のひとつとして提案。

　　タスクフォース会議からは特に反対する意見はなく、より多くの会員が集まるような仕組みで考え
てみてはどうかという意見があった。また、会長の色を出せば良いとの意見も出た。例えば総会と何
らかの講演会やイベントと一緒にするのも一つの案。また、連合会の例をあげれば、全国大会を今ま
で通りとせず、その地方に合わせた色を出した大会にした方が良いという意見が古谷会長から出てい
る。コンパクトにまとめて、地域あるいはその時の会長の色を出すことが重要という意見。

　　タスクフォース会議としては会場さえ都合がつけば異議がないということとなった。

　④県本部委員会活動の在り方（県本部ではあまり欲張らない、支部が中心）
　　県本部の委員会の動きに温度差が大きい。あまりにも「あれもこれもしたい」という計画ばかりが

先に立ってしまい、結局２年間で何もできないということなっていないか。そこで組織の改編、コン
パクト化などを提案。

　　タスクフォース会議としても各委員で問題意識をもっている。それぞれにコンパクト化ということ
は考えている。会員数が減り、動くメンバーがほぼ固定化され、同じ人間がいくつもの委員会で頑
張っているのが現状。本業の傍らでの負担が大きすぎる。

　　支部委員会としては比較的活動が出来ているケースが多い。ところが本部委員会となると集まりづ
らい面もあり活動の動きが悪くなる。

　　委員会活動とは少し違うが、支部におけるボーリング大会、ゴルフ大会が賛助会員を含めたところ
でも盛況な開催ということがヒントになるのかもしれない。

　　そうかと思えば、まちづくり委員会はほぼほぼ県北の支部で固まっているものの、県本部活動とし
ての動きが見えない。ヘリテージ委員会のように、以前に県南部と県北部をそれぞれ分担することも
あったが、ほとんど意味をなしていない状況となったものもある。

　　県本部の委員会組織に関しては青年委員会、女性委員会を一つにまとめたことが良い結果を出して
いるが、他の委員会については、特に「活動内容、活動計画」を考え直す方が良い。

　⑤賛助会員の活用
　　次回以降のタスクフォース会議で議論する。

　⑥新たな事業の実施について
　　次回以降のタスクフォース会議で議論する。

６．これまでの意見のまとめ
　以上が３回行われたタスクフォース会議の意見概要となる。
　何よりもあまり背伸びをせず、身の丈に合った活動を継続し、楽しい会にすることが大切であるとい
うことが意見の総じたまとめとなる。「所属していて楽しいので辞めない会」を目標としたい。
　プライドも大切であるが、敷居を高くするばかりでは面白みがなく、一部の人しか残らないと考える。
一級建築士に目を向けることばかりに留まらず、二級建築士、準会員、賛助会員と共に仲間としての意
識を高め、あるいは建築と無関係な賛同者、協力者を募ることも今後の生き残りの道ではないだろうか。

（＊本稿は令和7年度3月開催の第42回理事会において資料として事務局がまとめ、提出したものになる。）
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序文　長崎の教会堂とステンドグラス
　長崎県の旧外海町を含む長崎地域や五島、平戸地域などにはカトリック信仰が根付き、数多くの教会堂
が建てられている。現存するものでは旧大浦天主堂が幕末の1864（元治元）年の竣工で最古となる。キリ
スト教に対する禁教高札が撤去された1873（明治６）年を境に僅かの期間を置いてキリスト教の再布教が
進み、明治10年代頃より各地に再布教の結果としての教会堂が次々に建てられた。その後、明治後期から
大正期になると再布教初期の教会堂が老朽化や信徒数増加による収容量不足を理由に建替えの時期を迎え
る。昭和初期になると当時の最新技術であった鉄筋コンクリート構造が普及するようになり、それまでは
木造や外壁を煉瓦積みとした構造で建てられていた教会堂も鉄筋コンクリート構造が採用される事例も増
えた。このような建設の歩みを経て現在の長崎大司教区の管内では小規模な集会所を含めれば凡そ130ほ
どのカトリック教会堂が建てられている。
　そのような長崎や五島周域のカトリック教会堂であるが、その多くの建物の窓に色付きガラスを使った
いわゆる「ステンドグラス」を見ることが出来る。ただ、そのほとんどがヨーロッパなどで見られる本格
的な「ステンドグラス」とは異なり、簡易的なものであり、ヨーロッパなどで見られるものとは趣が違
う。それでは、「ステンドグラス」とはどのようなものであろうか。
　ステンドグラス【stained glass】のステンドとは「着色された」「染色された」という意味で【stain】
は染料であるという。通常、金属酸化物を混入させ発色させた色ガラスの小片を「Ｈ字型」断面の鉛エッ
ジ（リム）で繋ぎ合わせ、透過した光を通じて一枚の絵画のように見せるもの指すことが多い。 
　また、より複雑な絵画のように仕上げるためにグリザイユという鉱物性の顔料で色を付け、窯で焼き付
ける技法もある。これにより人物などの髭を表現する、陰影を付けるなどより絵画に近い細やかな表現が
可能になる。
　このような「ステンドグラス」の解釈であるが、長崎や五島周域の教会堂の窓の多くは色ガラスが使わ
れているが、鉛のリムで色ガラスの小片を組み上げたものは少なく、極論すれば昭和時代末期以降に製作
され、窓に組み込まれたものが大半となる。それ以前は木枠に色の付いたガラスを嵌め込んだもので、幾

長崎支部　髙橋　弘一

旧五輪教会堂と　　　　　
鶴岡カトリック教会堂に
おけるステンドグラス

長長崎崎灯灯台台足足元元灯灯（長（長崎県崎県の建の建築築史）史）

フランス・ルーアン大聖堂のステンドグラス 平戸島 宝亀教会堂のステンドグラス
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何学模様や花柄を意識したデザインのものが多く見られる。昭和初期以降の教会堂では、窓に色付き型ガ
ラスを嵌め込んだものも見られる。これらの窓も広い意味で「色の付いたガラス」を使っていることで一
般的には「ステンドグラス」の範疇とも考えられるのではないだろうか。

１．日本における国産板ガラスと国産ステンドグラスの起源
　長崎や五島あるいはその近傍に所在する明治10年代の再布教期における初期教会堂では、「神様の空間」
あるいは「神の家」を表現するにあたり、当時はフランスを始めとしたヨーロッパの教会堂のようなス 
テンドグラスの採用を考えていたのだろう。しかし、実際に建てられた教会堂を見る限り、ガラスの小片
を断面がＨ型の鉛線（リム）により組み合わせた絵画的なステンドグラスではなく、木枠に色付きガラス
をはめ込み、花模様や幾何学模様を表現した程度のものであった。要するに、板ガラスを窓枠にパテや細
釘など止付ける技法の延長上のものに過ぎない。
　再布教初期の教会堂が建てられ始めた明治10年代から、その建て替え時期が始まる明治40年代にかけて
の我国における板ガラスの供給事情は、欧米からの輸入に頼っていた時代であった。国産の板ガラス製造
については、幕末の薩摩藩による分厚い鉛ガラスの製造例があるものの、ソーダガラスによる薄手の板ガ
ラスとなると1903（明治36）年の島田孫市による製造の成功、1907（明治40）年、旭硝子株式会社による
本格製造の成功を待たなければならなかった。同様にステンドグラスの国内製作については1890（明治
23）年に宇野澤辰雄（山本辰雄）がドイツ留学より帰国し、1906（明治39）年、宇野澤ステンド硝子工場
設立したことや、1910（明治43）年にアメリカより帰国した小川三知が小川スタジオというステンドグラ
ス工房を開業したことに起源を求めなければならない。
　そのような社会状況のなかで建築された長崎や五島あるいはその近傍における教会堂においては、少な
い資金で建設されることが多く、海外から舶来された板ガラスや色ガラスを使用するのが精一杯で、本格
的なステンドグラスの採用までの余裕がなかったことは容易に想像できる。
　それでも「神様の空間」あるいは「神の家」を何とか表現したいと考えることは自然で、日本人技能者
に出来る範囲で、それらしい「神の光」を演出する装置として考えられたのが先述した「木枠に色付きガ
ラスをはめ込み、花模様や幾何学模様を表現したようなステンドグラス」であったのではないだろうか。
さらに五島列島の奈留島に建つ江上教会堂のように、色ガラスも使わず、窓の板ガラスに直接塗料で花模
様を描くなど、いかにして「神の家」にふさわしい空間を演出するか知恵を出し合ったのではないだろう
か。このようにいかに建設費用が少ない中で、「神の家」にふさわしい空間を作り出すかという考え方が
あったのだろうと想像される。

上五島 大曽教会堂 木枠に色ガラスをはめ込んだ例 奈留島 江上天主堂 窓の板ガラスに花模様を描いた例
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２． 五島列島久賀島の旧五輪教会堂
　五島列島久賀島東岸の五輪集落に所在する「旧五輪教会堂」は1881（明治14）年に同じ久賀島の西岸の
浜脇教会堂として、まさに再布教期に建てられた。我国の木造教会堂としては最古級に当たる。マルマン
神父（Joseph Ferdinand Marmand, 1849−1912）の指導のもと、大工棟梁は地元久賀島田ノ浦集落の平
山亀吉（一説には亀太郎）が務めたという。浜脇教会として創建時から50年後の1931（昭和６）年になり、
経年の老朽化あるいは信徒数の増加から手狭になったことなどを理由に当時の最先端技術である鉄筋コン
クリート構造にて建て替えをおこなうこととなった。それに伴い、使われなくなった木造の旧聖堂を五輪
集落に移築したものとなる。新しい浜脇教会堂が1931（昭和６）年に竣工なので、使われなくなった旧堂
の移築はその竣工の頃とみられている。
　五輪集落では1984（昭和59）年に新たな聖堂の新築が決まり、浜脇からの移築以降さらに50年以上経過
し、浜脇の創建時からすると100年の時を超え、さらなる老朽化が進んだ旧聖堂の取り壊しが予定された
が、まさに解体直前に保存運動があり、取り壊しを免れた。1985（昭和60）年２月に長崎県指定有形文化
財となり、「旧五輪教会」という文化財名称で後世に文化財として残されることとなった。その後1999 

（平成11）年５月に「旧五輪教会堂」として国の重要文化財に指定された。
　五輪集落においては1985（昭和60）年に鉄筋コンクリートの小規模な教会堂が海岸沿いの西側近傍に新
築され、現在はこちらの建物を使用している。そのため、ここで取り上げる旧聖堂は現在では五島市に所
有が移り、文化財名称として「旧五輪教会堂」と呼ばれ、宗教的な行事や儀式はおこなわれず、専ら文化
観光的な見学などに公開され、保存活用されている。

３．旧五輪教会堂の古写真
　筆者の前職で世界遺産登録の調査をしていた折に、この旧五輪教会堂が五輪集落に移築されてから間も
ない頃の写真を見つけることが出来た。民俗学者の田北耕也氏が昭和初期にキリシタン調査を実施した折
に撮影された写真で、殆どがバラバラになっていた膨大な数の写真の中で幸いなことにアルバムに貼られ
た状況で残されていたため、撮影日まで記録が残されていた。写真は外観、内観それぞれ１枚ずつあった
が、特に祭壇方面が写された内部写真を見たときの驚きは今でも忘れることができない。現状の旧五輪教
会堂と比べると後の改修で少し変わってしまった部位もあるが、祭壇後方の窓装飾が特に着目すべき部位
で、ガラス窓にステンドグラスのような装飾が写っている。

旧五輪教会堂 外観写真　S6・7・19 田北耕也撮影
長崎純心大学博物館所蔵

旧五輪教会堂 内観写真　S7・4・11 田北耕也撮影
長崎純心大学博物館所蔵
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４．ガラス面に見える装飾模様はどのようなものか
　それでは次に、このガラス面に見える装飾模様はどのようなものなのか考えてみたい。このガラス面の
装飾模様については、川上秀人博士による昭和50年代の調査時にはあまり重要視されていなかったよう
で、長崎の教会群の世界遺産登録作業に際して長崎県でまとめた「長崎の教会群とキリスト教関連遺産構
成資産候補建造物調査報告書（資料編）」の中にも次の記述しか見ることができない。
　「主祭壇部上方の２か所の高窓のうち、左側（北）の高窓は調査時（1985年）にはすでに破損していた
が、右側（南）の高窓には聖人像の絵がかすかに残存していた。」
　筆者自身が旧五輪教会堂と同年代に建てられた五島列島中通島にある江袋教会堂の修復工事に携わった
折り、福江島の五島観光歴史資料館にて旧五輪教会堂に取り付けられていたというガラス板を見る機会が
あった。ガラスの小断片ではあったが、まさに古写真に残るガラス板に装飾模様が付いていたものであっ
た。これは、２枚のガラスの間に紙に印刷された装飾模様を挟み込むというものであり、いわゆる疑似ス
テンドグラスともいうべきものであった。ガラス面に印刷物の貼り絵をしたようなもので、劣化対策にそ
の上にもう一枚ガラスを合わせたものである。ガラス面に直接何らかの塗料を用いて花模様を描くという
ものは、久賀島の隣の奈留島に所在する重要文化財に指定されている「江上天主堂」に見られるが、旧五
輪教会堂の祭壇部の窓のものは、そのような単純な絵模様ではない。
　また、筆者自身が火災後の修復工事の担当をしていた江袋教会堂において、調査を進めていくと、同様
に祭壇後方左右の窓にも類似した技法で2枚のガラス板を使った装飾模様があったのではないかと疑われ
る痕跡を発見した。ガラスを２枚分重ねて建て込めるように細工がされた窓枠が保存されていた。ただ残
念なことにその当初建具を平成８年にステンドグラス窓に変更した折に、小屋裏に格納保存していたた
め、火災による焼損をうけ、形状は残っていたが、表面焼損のため細かな留釘の打ち方などまでは完全に
掴めなかった。
　その後、さらに調査を進めるうち、実はこの２枚のガラスの間に紙に印刷された装飾模様を挟み込む技
法というものが、国の重要文化財に指定されている山形県の鶴岡カトリック教会天主堂の窓ガラスに使わ
れおり、なおかつ現存していることを知り、早急に鶴岡教会まで出向き現物の装飾ガラス模様（疑似ステ
ンドグラス）を調査した。鶴岡の地元ではこの窓装飾は「絵窓」と呼ばれていた。
　これまで旧五輪教会堂においては、失われた技法であることからか、この疑似ステンドグラスともいう
べきガラス模様装飾について調査、研究されることはほとんどなかったが、田北氏撮影の内観写真に祭壇
部窓の詳細が記録されていたことで、新たな調査機会となった。次にこの半透明の印刷物をガラスに貼り
付けた疑似ステンドグラスの技法（絵窓）について鶴岡カトリック教会を類例として取り上げる。

旧五輪教会堂 高窓残存部（1985年）
長崎の教会群とキリスト教関連遺産構成資産候補
建造物調査報告書（資料編）より転載　　　　　 旧五輪教会堂古写真　祭壇窓部の拡大
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５．重要文化財 鶴岡カトリック教会天主堂（山形県鶴岡市所在）
　鶴岡カトリック教会天主堂（＝文化財名称）は1903（明治36）年竣工で、フランス人宣教師パピノ

（Jacques Edmond-Joseph Papinot　1860−1942）により設計され、日本人大工の相馬富太郎が棟梁とな
り竣工した。フランス人のパピノ神父は建築家でもあったといわれ、長崎では被爆した中町（西中町）教
会堂、明治村に移築された京都の河原町教会堂、佐渡の両津教会堂など他にも本格的なカトリック教会堂
を手掛けている。また、この教会堂にはフランスから贈られた「黒いマリア像」があることでも知られて
いる。1979（昭和54）年５月に文化財名称を「鶴岡カトリック教会天主堂」として国の重要文化財に指定
された。余談であるが、教会堂の文化財名称は長崎県所在の教会堂では「教会」「教会堂」「天主堂」など
と様々であることに対して、この鶴岡の名称は非常に的確な名称だと考える。「鶴岡カトリック教会」と
いうコミュニティにおける「神の家である建物」ということが端的に表現されている。長崎県下の教会建
築においての文化財名称の再考を望むものである。
　国指定文化財等データベースにおける解説では、「三廊式バシリカ型平面をもつ木造の教会堂で、設計
はフランス人神父、施工は日本人大工である。ロマネスクにゴシックを加えた様式になり、上品で清楚な
意匠をもつ、東北地方における教会堂の一遺例として重要である。」とある。しかし、ここでも窓のガラ
ス装飾には触れられていない。

６．鶴岡カトリック教会天主堂の疑似ステンドグラス（絵窓）
　鶴岡カトリック教会天主堂の疑似ステンドグラス（絵窓）であるが、祭壇部の窓を除き、側廊部の窓、
身廊部上部の高窓（クリアストリー）玄関部の窓など、ほぼすべてに疑似ステンドグラスが見られる。絵
柄に関しては聖人や聖書の一場面を中心に、その周囲に花模様や幾何学的なタイル状の模様を回している
ものが多い。中には後から改変（修理）されたものと思われるが、絵柄の不連続な部分も見られるものが
ある。技法としては半透明の紙印刷物をガラスとガラスに挟み込むような状態で、直接触れることが出来
ないので推測であるが、２枚のガラスのうち、外部側ガラスの室内側に印刷画を貼り付け、内部側のガラ
スで保護するような状態に見える。いずれにしても、外部から光が当たるとあたかもステンドグラスであ
るかのように見える。印刷画にステンドグラスの鉛枠（リム）が描かれており、それらしい独特の雰囲気
を醸し出している。

鶴岡カトリック教会天主堂　外観写真 鶴岡カトリック教会天主堂　内観写真
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鶴岡カトリック教会天主堂　側廊部の窓の疑似ステンドグラス（絵窓）

鶴岡カトリック教会天主堂　疑似ステンドグラス
印刷物にみられる製造メーカー名や品番

印刷画に記されたデザインのナンバーや制作会社、所在地など
Design No 573  McCaw Stevenson & Orr Ltd “Glacier” Window Decoration, Linenhall Works, Belfast, Ireland
　訳＝デザイン №573 マッコー スティーブンソン＆オール社 “グラシエ” 窓装飾，リネンホール工場，ベルファスト，アイルランド
The word “Glacier” is Registered Trade Mark
　訳＝「Glacier」という単語は登録商標です

鶴岡カトリック教会天主堂　疑似ステンドグラス
印刷物にみられる製造メーカー名や品番
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７．鶴岡カトリック教会天主堂の疑似ステンドグラスはどこから来たものか
　鶴岡カトリック教会天主堂の疑似ステンドグラス（絵窓）を細かに観察すると一部の絵柄に製造元とみ
られる会社名などが印刷されているものが見られる。一例であるが、次のように書かれている。

「Design No 573 McCaw Stevenson & Orr Ltd “Glacier” WindowDecoration, Linenhall Works, Belfast, Ireland」

「The word “Glacier” is Registered Trade Mark」

　これが何を表しているのか文字列を分解すると。
　デザイン №573＝この装飾模様の品番が573番、マッコー・スティーブンソン・アンド・オール社＝製
作した印刷会社名、「グラシエ」窓装飾＝「グラシエ」は直訳すれば氷河だが、「グラシエ」という窓装飾
の商品名、リネンホール ワークス＝リネンホール工場、ベルファスト アイルランド＝1920年に成立した
アイルランド統治法以前のアイルランドでベルファストは現在の北アイルランドの首都。　
また、もう一文を訳すと；「“Glacier”という単語は登録商標です。」となる。

　これらのことから北アイルランドのベルファストにあったマッコー・スティーブンソン・アンド・オー
ル社という会社のリネンホール工場で製造された「グラシエ」という登録商標名の窓装飾でこの品番が
573番のデザインであるというように解釈できる。
　鶴岡カトリック教会天主堂が竣工したのが1903（明治36）年であることから、それ以前の製造品である
ことになり、アイルランド、ベルファストと記述があることと整合がとれる。鶴岡カトリック教会天主堂
の設計者はパリ外国宣教会（パリミッション）から派遣されたフランス人のパピノ師であることから、パ
ピノ師の関係でアイルランドから輸入された製品と考えられるとすれば、当時のアイルランドより広い範
囲でフランスなどでも既製品として広まり、認知されていたことになる。
　巻末の参考文献（*1）の中にもあるが、本格的なステンドグラスが当時非常に高価であったことから、
この代替品として、安価で窓や欄間などに貼る「模様入りの透明な紙」が開発されたということである。
この製品「グラシエ」は教会堂を始め、公共建築や住宅建築にも普及したようで、あたかも現在我国の
ホームセンターにおいてガラスに貼り付けるシートが販売されているが、着眼点が正に同じようなことで
非常に興味深い。
　別の参考文献（*2）によれば、装飾模様（絵柄）の種類も豊富で、どのような窓にも対応できるように
様々な規格で開発されていたようで、「グラシエ」のカタログが版を重ねて存在していたようである。
　このように鶴岡カトリック教会天主堂の疑似ステンドグラス（絵窓）は北アイルランドのマッコー・ス
ティーブンソン・アンド・オールという印刷会社の「グラシエ」という製品であることがわかる。　
　さて、このたびの主題として取り上げた久賀島の旧五輪教会堂の窓装飾のデザインであるが、鶴岡カト
リック教会天主堂の装飾と非常によく似ている。その点からあくまでも現時点では推測に過ぎないが、旧
五輪教会堂の窓装飾もこの北アイルランドのマッコー・スティーブンソン・アンド・オール社で製造され
た製品「グラシエ」なのではないかということも考えらる。
　田北耕也氏が1932（昭和７）年に撮影した旧五輪教会堂の１枚の堂内写真からこのようなことがわかる
こととなった。田北氏も堂内に踏み入り、祭壇方向を眺めた際にこのような素晴らしい窓飾りが目に移
り、瞬間的に写真として記録に残そうと考えたのであろうことが伝わる１枚の写真である。
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８．再布教初期教会堂などにみられる神の家を表現する努力
　今回、五島列島の旧五輪教会堂と山形県鶴岡市の鶴岡カトリック教会天主堂についてステンドグラスの
観点から、その関連性を考察した。発端は民俗学者の田北耕也氏撮影の一連の教会堂写真の中に「旧五輪
教会堂」内部を撮影した写真が見つかったことで、旧五輪教会堂の祭壇後方の窓にはステンドグラス風の
装飾が施されていたことが詳細に確認できた。そして古写真に記録され、台風時に破損した小断片が五島
歴史資料館に残るものとなる。また、現時点での推測ではあるが、この疑似的なステンドグラス風の装飾
は山形県の鶴岡カトリック教会天主堂に残存している北アイルランドのマッコー・スティーブンソン・ 
アンド・オール社で製造された製品「グラシエ」なのではないかということも考えられる。さらには、同
年代に建てられた上五島の江袋教会堂にもこのような窓の納まりがあった可能性があることまで関連付け
た。ここでは特に紙面の都合もあり取り上げなかったが、旧五輪教会堂の側面窓（片引き窓）の上部にあ
る尖頭アーチ型の欄間窓（嵌め殺し）のガラス際には青色や黄色の塗料の付着も見られるため、江上教会
堂のようなガラスに直接模様を描いたことも推定される。
　このように長崎県の離島などに建設された再布教期の初期教会堂については火災による焼損からの修復
工事でかなり詳細な調査をおこなった江袋教会堂を除いて、これまで解体調査を伴わない外観からの調査
であったため、明治10年代の姿が正確に掴めていない状況がある。これら明治再布教期の初期教会堂の窓
に関する調査を改めておこなう機会が必要であろう。ともすれば疑似ステンドグラス（絵窓）の存在が他
にも明らかになるかもしれない。今後、あと15年から20年も経過すれば、「旧五輪教会堂」も重要文化財
としての全面的な保存修理工事がおこなわれるだろうが、詳細な調査のもと、少なくとも五輪集落に移築
した昭和６年当時の姿に復されるのだろう。復原された姿がどのようになるのか本当に楽しみである。
　このように長崎や五島周域の特に再布教期の初期教会堂の建設においては、限られた少ない資金の中
で、本来は採用したいであろう本格的な西洋風のステンドグラスの代わりに、日本人技能者に出来る範囲
で、さまざまな知恵と工夫を駆使し、「神様の空間」あるいは「神の家」を何とか表現したいと考えたの
だろう。そのような当時の信徒たちの「思い」が現代に残るものの
ひとつがこの疑似的なステンドグラスなのである。単純に美しい、
綺麗だということの裏側には、そのような「思い」が見え隠れして
いる。右の写真は工事中の江袋教会における仮御堂（信徒会館）の
手作り窓装飾で、正に信徒の「思い」を端的に表したものなのだ。

（*1）参考文献　（インターネットより2026年３月閲覧）

https://college.holycross.edu/RaguinStainedGlassInAmerica/Opalescent/

Opalescent_1.htmlStyle, Status, and Religion　America’s Pictorial Windows 1840-1950

The Opalescent Decades Part 1　　　　　Virginia Chieffo Raguin

 『印刷会社マッコー・スティーブンソン・アンド・オールと「グラシエ」について』

（*2）参考文献　（インターネットより2026年３月閲覧）

Vidimus、第92号（2015年６月）、特集ページ（ISSN 1752-0741、2026年３月閲覧）

https://www.vidimus.org/issue-92/feature-19/

 『氷河 – ビクトリア朝風DIY模造ステンドグラス』　モニカ・アダムチャック

※使用した写真は長崎純心大学博物館所蔵の古写真を除き、すべて筆者の撮影

写真は火災から修復工事中の
「江袋教会の仮御堂」

セロファン紙と色紙で表現した
「ステンドグラス」
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女性委員長　三根小百合
活動報告︱魅力ある「和の空間」ガイドブック

　暮らしのかたちは、時代とともに少しずつ変わっていきます。
　便利さや新しさが求められる一方で、地域の気候や風土に寄り添いながら受け継がれてきた住まいの風
景は、静かに姿を減らしてきました。
　畳の香り、縁側を抜ける風、庭とつながる開放感。
　そんな「和の空間」には、人をほっとさせる心地よさがあります。けれど、今では実際にその魅力を体
感する機会も少なくなってきました。
　長崎県建築士会女性委員会では、全国の女性委員会で取り組んでいた「和の空間」の活動をきっかけ
に、長崎独自の視点で調査・記録を続けています。
　長崎には、和と洋、歴史と暮らしが自然に混ざり合った、この土地ならではの建築文化があります。坂
のまちに残る古い家並みや、何気ない暮らしの中に見える和のしつらえには、長い時間の積み重ねが感じ
られます。
　令和７年度時点で県内22物件の調査を行いました。
　実際に建物を訪ね、空間を歩き、そこに流れる空気や光を感じながら、一つひとつ記録しています。今
後は30物件を目標に取りまとめ、冊子として発行する予定です。
　この活動を通して、長崎に残る魅力的な建築や和の空間を多くの方に知っていただき、未来の住まいや
地域づくりを考えるきっかけにつながれば嬉しく思います。
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【山本邸】

　落ち着いた佇まいの中に、和のやさしさが感じられる住まいです。

　庭へとゆるやかにつながるつくりや、光の入り方の心地よさが印象的で、四季のうつろいを身近に感じ

ながら過ごせる空間となっています。どこかほっとするような、丁寧な暮らしの気配が残されています。

【篠塚邸】

　住まいのかたちの中に、暮らしの工夫がそっと息づく建物です。

　和室がやさしくつながり、窓からの景色や自然の光が空間をやわらかく包み込みます。日々の暮らしに

寄り添いながら、大切に使い続けられてきたことが感じられる住まいです。

【しまばら湧水館（旧三村邸）】

　水のまち・島原らしい風景の中にたたずむ、趣のある建物です。

　庭や周囲の環境と調和しながら、静かに時を重ねてきた和の空間が広がっています。ゆったりとした時

間が流れ、訪れる人の気持ちをやさしく解きほぐしてくれるような場所です。

　最後に、おすすめの「和の空間」がありましたら、ぜひ情報をご提供いただき、一緒に活動の中で共有

していければ嬉しく思います。

日本建築士会連合会女性委員会ＨＰ（令和1,2,3年度調査分）全国の「和の空間」→

http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/jyosei-iinkai/index.html

長崎県建築士会女性委員会ＨＰ（令和4,5,6年度調査分掲載）

　女性委員会｜一般社団法人 長崎県建築士会 (nagasaki-shikai.jp)

令和元年（2019年）度

　① 閑雲亭（平戸市）

　② 心田庵（長崎市）

　③ 四明荘（島原市）

　④ 五島氏隠殿屋敷（五島市）

令和２年（2020年）度

　⑤ 旧楠本正隆屋敷（大村市）

　⑥ 旧早川家住宅（諫早市）

　⑦ 猪原金物店（島原市）

令和３年（2021年）度

　⑧ 碧雲荘（壱岐市）

　⑨ 旧今西家住宅（平戸市）

　⑩ 北村西望生家（南島原市）

令和４年（2022年）度

　⑪ 旧岳中家住宅（東彼杵郡）

　⑫ 永松家住宅（雲仙市）

　⑬ 吉田家住宅（長崎市）

令和５年（2023年）度

　⑭ 梅が枝酒造（佐世保市）

　⑮ 福重家住宅（東彼杵郡）

　⑯ 吉田屋（長崎市）

令和６年（2024年）度

　⑰ 明石屋永山邸（平戸市）

　⑱ 楠本端山旧宅（佐世保市）

　⑲ 波多野邸住宅（長崎市）

令和７年（2025年）度

　⑳ 山本邸（島原市）

　㉑ 篠塚邸（島原市）

　㉒ 島原湧水館旧三村邸（島原市）

調査のあゆみ調査のあゆみ

最新作最新作（令和７年度版）（令和７年度版）
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非住宅木造木質化の推進
　近年になり木造建築物を見直す動きが随分と盛んになり、東京などでは大手ゼネコン会社が主導して木
造のビルも建てられるようになってきました。また、本会の上部組織である日本建築士会連合会の元会長
であるアルセッド建築研究所の三井所清典氏なども盛んに大規模な木造建築を建てています。一方長崎県
では、壱岐市において本会の会員でもある建築家の松本隆之氏によって「睦モクヨンビル」が2023年に建
てられました。文字通り木造4階建てで、構造材である柱と梁のすべてを、JAS認定を得た一般流通サイ
ズの無垢材を使用し、床や壁などの造作材も入手しやすい一般流通サイズの木材を使用して木材利用拡大
と同時にコスト低減化を狙ったそうです。柱や梁などの構造材にすべて無垢材を見え掛かりとして採用し
た木造4階建てビルは日本で初めてのものとなります。長崎県の離島からこのように先進的な木造ビルが
誕生したということが称賛に値します。

日本における木造建築
　本来我国は古代より社寺建築を中心に大規模な木造建築が建てられてきました。法隆寺五重塔や東大寺
大仏殿などに代表されるような大規模な仏殿や高い塔、あるいは姫路城に代表される近世城郭建築や東本
願寺御影堂のような大規模な木造建築が継手・仕口を用いる伝統工法で建設されましたが、戦火や自然災
害（落雷や台風、地震）により失われた建物も数多くありました。明治の近代化以降は西洋式の工法（ト
ラス組や金物補強）を使った大規模木造建築もありましたが、社寺や住宅以外では産業（工場）建築や学
校建築の校舎や講堂などに規模の大きな建物が作られてきました。しかし、1919（大正８）年に「建築基
準法」の前身である「市街地建築物法」により規制がかかり、その後の世界大戦での敗戦を経て、昭和30
年代の高度成長期を迎え、鉄筋コンクリート造や鉄骨造が主流となり、大規模社寺建築や復元天守閣など
も鉄筋コンクリートで建設されるようになり、木造建築物は小規模社寺建築や住宅建築などに縮小傾向を
示し昭和末期迎えました。
　1987（昭和62）年に建築基準法の改正で準防火地域での木造３階建ての建設が可能になりました。さら
に大きな転機を迎えたのは2000（昭和62）年の法改正です。鉄筋コンクリート造と同等の防火性能を有す
る建物であれば、都市部でも３階建てを超える多層の木造建築が建設可能になりました。この後、脱炭素
社会実現や山林資源の活用推進などを追い風に今日の木造ブームを迎えます。
　古代から育まれた日本の木造建築は災害、特に火災に弱い点などが強調され、昭和時代においてはその
縮小傾向を続けていましたが、今日、建築をおこなう者がその良さを再認識する風潮が再び芽生えてきま
した。

睦モクヨンビル（長崎県壱岐市）外観および内観　　　設計 松本隆之氏　2023年竣工

本部事務局活動報告︱非住宅木造木質化協議会 設立準備

― 22 ―



長崎県における非住宅木造木質化の推進
　長崎県林政課では、国の施策に基づき、長崎県における非住宅の木造木質化推進を図るため、県内の設
計関連団体と長崎県木材組合連合会に働きかけ、推進協議会の設立を目指しました。この推進協議会は行
政主導ではなく、協議会主導で非住宅木造木質化推進を図るように考えられ、事務局を県木連が担当し、
長崎県の担当課である林政課は設立以降にはオブザーバーとしての参加となることとしています。
　その設立にむけた準備会や勉強会がおこなわれました。令和７年12月15日開催の見学会と令和８年１月
21日開催のワークショップに長崎県建築士会からそれぞれ有志３名の参加がありました。
　令和７年12月15日の見学会は県央地区を会場とし、県央振興局の会議室にて見学対象となる建物の設計
者（佐々木信明氏）より説明があり、用意されたバスにて見学地に向かいました。見学建物は金光教諫早
教会（諫早市西小路町）と飛子保育園（雲仙市小浜町）でいずれも佐々木氏設計の中規模木造建築になり
ます。金光教諫早教会は耐震壁である美しい木組格子から溢れる光によって包まれる素晴らしい礼拝空間
が演出された建物で、木造特有の暖かさと美しさ、さらには荘厳さが表現されていました。飛子保育園は
広い屋内空間を大断面の梁を使わず、規格流通材を重ねることで大きなスパンを実現しています。園長先
生から説明があった中で、木造建築であれば減価償却の期間が短いため園の運営に有利に働くという旨の
話を伺ったことが印象的でした。この日最後の見学場所は県央木材協同組合（諫早市高来町）で、製材工
程や乾燥工程、製材の規格などについての見学をおこない、それぞれに説明いただきました。大断面の木
材は基本的に扱わず、規格流通材が主力であるが、高い品質を維持することに力を入れているとのことで
した。以上の見学は、長崎における中大規模木造建築を取り巻く状況に対する理解を深めることが出来る
有意義な企画でありました。

　令和８年１月21日には県庁会議室にてワークショップが開催されました。林野庁出身で「モリアゲ」代
表の長野麻子氏による木造木質化に関する取り組みや事例紹介があり、セブンイレブンやマクドナルドの
店舗の木造化などに関する事例を知りました。その後、各役割でグループを分け、討議をおこない、代表
者が発表し、かなり積極的な意見も出されました。広い範囲で参加者がいましたので、これまでになく有
意義なワークショップでした。今後、協議会が組織され実質的な活動が始まることと思いますが、長崎県
における木造木質化に関する取り組みや実際の作例が増えることを期待すると共に建築士会で出来る範囲
の協力をしていきたいと考えます。

ワークショップ会場の様子

見学場所１　金光教諫早教会

「モリアゲ」長野氏による事例紹介

見学場所２　飛子保育園

グループ討議の発表

見学場所３　県央木材協同組合
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活動報告︱建築家 仙田 満 先生 講演会開催報告

　令和７年12月２日、長崎県建築士会の事業の一環として、「長崎スタジアムシティー」の設計をされた、
株式会社環境デザイン研究所の仙田満先生をお招きして講演会を開催しました。この講演会は建築分野の
最新の知見拡げ、会員や建築を学ぶ学生などの資質の向上を通して、地域社会へ貢献を目的とし、長崎県
建築士事務所協会及び日本建築家協会九州支部長崎地域会との共催で開催されました。
　講演会のテーマは「感動を喚起する空間を設計する−遊環構造のデザインの60年」と題して、仙田先生
のこれまで手掛けられた数々のプロジェクトもとに、建築と環境デザインの関係性、「遊環構造」という
独自の設計思想や、先生の長年の研究テーマである子供の環境に関わる思想などを様々な資料を基に解説
が行われました。参加者にとっても大変有意義な内容で多くの学びや気付きをいただいたく機会となりま
した。講演会に参加した設計事務所に勤務する社会人や学生諸君からも講演に関する感想などが、本講演
会のきっかけを作ってくださった総合科学大学の橋本教授を通じて仙田先生に伝えられたとのこと、大変
タイムリーで有意義な講演会になったことに会としての喜びを感じています。
　本講演会の開催にあたっては、多くの関係者のご苦労をおかけしました。また、ご協賛をいただいた会
員・賛助会員の各位には心より御礼申し上げます。今後も長崎県建築士会では建築文化の発展と会員の研
鑽に寄与する活動を継続してまいりますので、今後とも活動に対するご理解とご協力を宜しくお願い致し
ます。

長崎支部　中野　善弘

ご講演中の仙田満先生

仙田 満 先生

子供の環境に関わる環境の解説場面

長崎スタジアムシティ2024年10月開業

プロフィール
神奈川県横浜市出身。東京工業大学建築学科卒業後、
1964年菊竹清訓建築設計事務所へ入所。1968年環境
デザイン研究所を創設し代表に就任。琉球大学工学
部建築学科教授（1984年−1987年）、名古屋工業大学
社会開発工学科教授（1988年−1992年）、東京工業大
学工学部建築学科教授（1992年−2005年）、日本建築
学会会長（2001年−2003年）、放送大学教養学部教授

（2007年−2012年）、2004年こども環境学会会長
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　令和７年度の建築甲子園は長崎県では、長崎工業高等学校より１点、島原工業高等学校より１点、大村
工業高校より２点の合計４点の応募があり、令和７年10月21日（火曜日）の審査会において大村工業高等
学校２年生の作品（つなぐ和室）を県代表に選出しました。連合会及び当会からの賞状・副賞を令和８年
３月13日に中野会長と髙橋専務理事が学校を訪問し手渡しました。県代表に届かなかった長崎工業高校と
島原工業高校、大村工業高校（３年生）には「長崎県奨励賞」を贈りました。４作品参加は非常に嬉しい
です。
　第16回目の今回は、全国各県から56の作品が集まり、優勝は２年連続で群馬県代表の桐生工業高等学科
の作品に決まりました。また、鹿児島県立加治木工業高校がまちづくり委員長特別賞、熊本高等専門学校
が優秀賞と九州内では２県が賞を獲得しました。長崎県からの入賞を目指し今後の躍進を期待いたします。

活動報告︱建築甲子園の実施報告

長崎県建築士会の審査会風景
長崎県代表　大村工業高校２年生『つなぐ和室』

大村工業高校２年生に中野会長から全国奨励賞

全国奨励賞の大村工業高校２年生の生徒の皆さんと先生

大村工業高校３年生の作品「稲佐山ガーデン」　長崎県奨励賞

長崎工業高校３年生の作品「ニワミセ」　長崎県奨励賞

島原工業高校３年生の作品「学童 Bloom House」　長崎県奨励賞

本部事務局
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活動報告︱令和７年 佐世保市郷⼟史体験講座の報告

　今回の郷土史体験講座は、佐世保市教育委員会（文化財課）が主催し、㈱十八親和銀行および（一社）
長崎県建築士会佐世保支部が共催して、市内の文化財をより身近に感じてもらうことを目的に実施してい
る講座と見学ツアーである。第４回となる今回は、白井晟一氏設計の「旧親和銀行本店」に焦点を当て、
市内で最も“若い文化財”ともいえる戦後建築の魅力と価値を、楽しく、分かりやすく紹介する内容である。

　本講座はこれまで、佐世保市における鎮守府関連の近代化遺産を中心として進められてきたが、令和７
年は戦後80年、西海国立公園指定70年、さらに弓張岳展望所（坪井善勝氏設計）建設60年という節目の年
にあたる。こうした機運を背景に、本年度は「旧親和銀行本店」をはじめとする、戦後復興と地域の経済
発展を象徴する建造物に光を当て、その歴史的・建築的意義を改めて見直す取り組みが進められている。
これらの建築は、単なる建物にとどまらず、時代の記憶と地域の歩みを今に伝える重要な文化資産となっ
ている。

　講座当日の令和７年12月13日（土）は、旧親和銀行本店懐霄館を会場に開催され、定員100名が参加し、
会場は大きな関心と期待に包まれた。司会進行は市文化財課が担当し、十八親和銀行および佐世保市教育
委員会教育長の挨拶により開会。続いて講座の趣旨説明と市内文化財の概要紹介が行われた後、白井晟一
建築研究所の白井原太氏（ご令孫）による講演「白井晟一の中の旧親和銀行本店」では、白井晟一氏がど
のような人物であったのか、そして彼の作品群の中で旧親和銀行本店がどのような位置づけにあったのか
が語られた。また、白井原太氏が取り組んでいる古民家再生事業についても紹介があり、建築と地域文化
のつながりを考える興味深い内容となった。

　続いて、佐世保支部の指山康二会員による講演「私と旧親和銀行本店」が行われた。指山会員は、本建
物の文化財登録に向けて建築士として取り組んできた経験をもとに、建築的特徴や魅力、白井建築におけ
る位置づけ、さらには戦後復興期の佐世保と建築との関係について語られた。地域に根ざした文化財とし
ての価値や、今後の保存・活用の可能性についての提言もあり、実務者ならではの視点が参加者の関心を
集めた。なお、令和８年２月10日には、指山会員がヘリテージマネージャーとして意見具申資料の所見作
成、復元図作成、資料作成等、中心的な役割を果たし、その価値が評価され、旧親和銀行本店本館および
懐霄館の２棟が「国登録有形文化財」（建造物）に登録された。

佐世保支部　富田　浩司

⽩井源太⽒（奥）　指⼭⽒（⼿前） 懐霄館９階大ホールでの講演会の様子 指山康二氏による講演
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　午後は現地見学が行われ、参加者はグループに分かれて旧親和銀行本店と弓張岳展望所を巡った。弓張
岳展望所では、長崎支部の初山新二氏より、坪井善勝氏設計によるシェル構造の軽やかさやダイナミック
な造形について解説が行われた。バス３台で移動しながら見学順序を工夫し、参加者は実際の空間に身を
置きながら、建築のスケール感や素材の質感、周囲の風景との関係性を体感することができた。講座と見
学を通じて、戦後建築の新たな魅力と文化的価値を再認識する充実した一日となった。また、初山氏もま
たヘリテージマネージャーとして、弓張岳展望所の国の文化財登録業務において中心的な役割を担われた。
　なお、一般参加の定員100名は満席となり、大変盛況な講座となった。また、建築士会においても市外、
県外から会員の参加が見られるなど、本講座および対象建築への関心の高さが強く感じられた。

本店本館⾒学会の様⼦

旧親和銀行本店本館

会場スタッフの佐世保⽀部の皆さま
おつかれさまでした！

⼸張展望所⾒学会の様⼦

懐霄館は本店本館と共に国の有形⽂化財に登録された
（令和８年２⽉10⽇付）
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青年女性委員会 令和７年度　青年女性委員会の活動報告

九ブロ会議 in 福岡　４月12日㈯
　令和７年度第１回目の九州ブロック青年女性協議会が福岡市内で開催され、連合会報告
や「建築士の集い」福岡大会・沖縄大会について話し合いました。

「建築士の集い」福岡大会　６月21日㈯
　福岡市アクロス福岡にて開催された「建築士の集い」では、建築家 藤本壮介氏による
講演会や2015年から始動されている「天神ビッグバン」巡りなどの分科会がありまし
た。また地域実践活動発表は長崎県より諫早支部が『小長井建築士会の活動報告』と題し
て30年間の小長井建築士会における地域ボランティア活動を紹介しました。

第34回全国女性建築士連絡協議会（山形）　７月19日㈯・20日㈰
　「山形から発信  みらいへつなぐ木への挑戦」〜雪・山・川がおりなす食文化と共に～
として、木の国山形ならではの木造建築の可能性について学びました。

親子木工教室＆そうめん流し交流会　８月２日㈯
　第２回の木工教室では、ティッシュボックス作りに挑戦しました。組み立て作業をはじ
め、道具を使って木材を切ったり穴を開けたり、最後は色塗りまで行い、参加者それぞれ
の個性が光る“世界に一つだけ”のティッシュボックスが完成しました。
その後は、モルック大会を開催！大人も子どもも真剣勝負で、大いに盛り上がりました。
さらに、流しそうめんやスイカも楽しみ、みんなでお腹を満たしながら親睦を深める、笑
顔あふれるイベントとなりました。

二級建築士試験対策建物見学会　８月２日㈯
　二級建築士製図試験受験者を対象に実例建物の見学会を開催しました。製図課題が

「シェアハウス」だったため、市内のシェアハウスを見学させてもらい説明を加えて見学会
を実施しました。令和７年度二級建築士合格者29名（長崎県）

一級建築士試験対策建物見学会　８月16日㈯
　一級建築士製図試験受験者を対象に実例建物の見学会を開催しました。製図課題が「庁
舎」だったため、長崎市庁舎と長崎県庁舎にて建物を見学しながら説明を頂きとても有意
義な見学会となりました。令和７年度一級建築士合格者22名（長崎県）

第67回建築士会全国大会 大阪大会　９月19日㈮
　「建築からソーシャルデザインへ」のテーマのもと大阪市グランキューブ大阪にて全国
大会が開催されました。2025年大阪・関西万博の開催に併せての開催ということもあり、
活気ある大阪に全国からたくさんの建築士が集まりました。
午前は各々セッションに参加し、午後は記念フォーラムと式典が行われました。
青年委員会セッションでは佐世保支部の前田優作さんが九州ブロック長として総評を行い
ました。

九ブロ会議 in 福岡　11月１日㈯
　令和７年度第３回目の九州ブロック青年女性協議会が熊本市で開催され、連合会報告や

「建築士の集い」福岡大会のふり返り、熊本大会について協議しました。
会議の前には熊本大会会場の「熊本城ホール」の見学を行いました。
懇親会は山鹿市へ移動し、翌日にはソフトボール大会に参加しました。

ふるさとの森フェスタへの参加　11月３日㈪
　県民の森で開催されたふるさとの森フェスタにて「くむんだー」が開催されました。
佐世保支部を中心にたくさんの子ども達が楽しく「くむんだー」しました。
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青年女性委員会 令和７年度　青年女性委員会の活動報告

九ブロ会議 in 福岡

2025.4.12

第34回全国女性建築士連絡協議会（山形）

2025.7.19 〜 20

一級建築士試験対策建物見学会

2025.8.16

九ブロ会議 in 熊本

2025.11.1

「建築士の集い」福岡大会

2025.6.21

親子木工教室＆そうめん流し交流会

2025.8.2

第67回建築士会全国大会 大阪大会

2025.9.19

ふるさとの森フェスタ

2025.11.3
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青年委員会

女性委員会

令和７年度　全国青年委員長会議に参加して
　　　　　　　　　　　　　　青年委員会　山道　寛将

第34回全国女性建築士連絡協議会に参加して
　　　　　　　　　　　　　　女性委員長　三根小百合

◆開催日時　令和８年３月７日（土）～８日（日）
◆場所　　　１日目：愛知県豊橋市つつじが丘校区市民館 集会室
　　　　　　２日目：豊橋市民センター カリオンビル ５階会議室
◆会議内容　とよはし公共建築学生チャレンジコンペディションについて　講演
　　　　　　つつじが丘保育園　施設見学
　　　　　　グループワーク、ワークショップ、懇親会

　当会議では、「建築士会の豊かな職能とその可能性を掘り起
こし、社会とのかかわり方を広げよう」をテーマに、豊橋市で
実施された学生コンペを題材として、その企画立案から実施、
地域との連携、学生や若手建築士への波及効果まで、具体的な
事例紹介が行われました。
　印象的だったのは、地域課題を単なる問題として捉えるので
はなく、「地域資源」として価値に転換し、建築士の専門性を
通して新たな地域の魅力や交流を生み出していた点です。学生
コンペを通じて、建築士会の活動が地域社会・行政・教育機
関・学生などを巻き込みながら広がっていくプロセスは、今後
の活動を考えるうえで非常に参考になりました。
　グループディスカッションでは、各県の委員長や次期委員長候補者と、それぞれの地域課題や会員減少
への対応、若手会員の参加促進について意見交換を行いました。各県とも、地域性を活かした活動やSNS
等を活用した情報発信、学生や若手建築士との接点づくりに力を入れており、多くの刺激を受けました。
　今回の会議を通して得た学びや全国の事例を参考にしながら長崎県においても地域課題に積極的に関わ
り、建築士会活動の魅力向上や若手会員の参加促進につなげていきたいと思います。

◆開催日時　令和７年７月19日（土）～ 20日（日）
◆場所　　　山形テルサ
◆会議内容　全国女性委員長（部会長）会議、被災地報告、各ブロック活動報告
　　　　　　基調講演　 「木造建築の可能性」
　　　　　　　　　　　講師：瀬野　和広（せのかずひろ）氏
　　　　　　　　　　　講師：鍋野　友哉（なべのともや）氏

　今回の全国女性建築士連絡協議会では二日目の分科会でアシ
スタントとして参加させていただきました。
　「伝統と未来を繋ぐ古民家再生」というテーマで古民家の持
つ魅力にスポットを当て、再生や活用を行っている中野久美氏

（群馬建築士会）、近藤富美氏（福岡県建築士会）による事例を
通して古民家再生の設計手法について学びました。
　事前にWEBで打合せを重ね、当日は早朝から会場のセッ
ティングと非常に慌ただしく過ぎていきましたが、それ以上に
充実した２日間となりました。また今回は大懇親会も開催さ
れ、各地の女性建築士と交流でき楽しい時間を過ごせました。
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青年女性委員会 令和７年度　青年女性委員会の活動報告
フォトギャラリー

「建築士の集い」福岡大会

第34回全国女性建築士連絡協議会（山形）

親子木工教室＆そうめん流し

一級建築士・二級建築士製図試験対策建物見学会
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参加報告︱令和７年度 「建築士全国大会」おおさか大会に参加して

　令和７年９月19日大阪市北区中之島のグランキューブ大阪にて第67回建築士会全国大会「おおさか大
会」が開催されました。前回の鹿児島大会で私は会場到着後にインフルエンザが発症してしまい、鹿児島
のホテルで軟禁状態となり、すべての行事に参加できませんでした。今回はそのリベンジも兼ね大阪まで
意気込んで行ってまいりました。

　私は前日からの「全国ヘリテージマネージャーネットワーク協議会総会」に参加するため、前日18日の
お昼には到着するように総会が開催される別会場の「大阪市中央公会堂」に向かいました。今回は体調万
全気合十分で望むことができました。まずは「中之島・船場のまち歩き」からスタートです。中之島・船
場は、大阪の商業中心地であり、大河ドラマの「豊臣兄弟」でもおなじみ豊臣秀吉が大坂城を築いたこと
に始まります。船場は、商業者や武士が集まる地域で、経済の中心地として栄え、現在では、船場センター
ビルや大阪市中央公会堂などの重要な建物が存在し、歴史的な建築物や文化が残っており、今回のまち歩
きも大変魅力的なものでした。その後の総会では各ブロック委員の活動などの報告の後「能登半島地震の
報告」や「歴史的地域資産チェックシート」についての報告があり「次回は群馬県で会いましょう」と挨
拶があり終了いたしました。陽が落ちるころには大交流会が「中之島　LOVE CENTRAL」で開始され、
全国から集まったまちづくりや歴史的建築物の保存などの活動をしている方々との交流を行いました。

　翌日は朝から「防災まちづくりセッション」に参加しました。会場は大会のメイン会場である「グラン
キューブ大阪」です。テーマは「多様化する自然災害と南海トラフ巨大地震への備え　～防災教育のすす
め～」です。能登半島地震や日向灘地震の発生で「南海トラフ地震臨時情報」が発令されるなど巨大地震
への警戒が高まり、さらには、巨大な台風や線状降水帯などの広域にわたる自然災害が頻発しています。
こうした中、建築士会は防災活動のほかに日常活動の中で行政や市民などとの連携を進める活動を行い、
また、今回のおおさか大会ではこのような社会との協働をさらに深めるために「物理的な備え（耐震化や
避難計画など）」に加え、「気持ちの構え（被害にあった方の体験やその危機感の共有）」も検討し災害教
育や危機管理の啓発に役立てるのが大事だということも報告されていました。たとえば、愛知県では市民
に対する木造住宅の耐震化の講座であったり、四国では過去の災害に関する言い伝えや体験談をまとめた

「～先人の工夫や知恵に学ぶ～四国防災八十八話」などのマップを作り、小中学校への配布や現地探訪な
どを行い普及啓発の取組みが行われているとの報告もありました。

⾧崎支部　戸田八州男

全国ヘリテージマネージャーネットワーク協議会総会 防災まちづくりセッション
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　午後からは記念講演会や大会式典、夜には大交流会も行われ、にぎやかに建築士会全国大会が終わりま
した。

　翌日は大阪・関西万博へ足を運びました。今回の大阪大会参加者には万博の入場券を士会長崎支部賛助
会の企業様にご提供いただいていたので、万博へ行ってきました。パビリオンは予約が取れなかったため
大屋根リングの上を徒歩でぐるっと一周、大屋根リングの下を電気バスでぐるっと一周し大阪万博の雰囲
気を十二分に味わってきました。翌日は疲れ果てた身体で無事長崎まで帰ってきました。
　今回のおおさか大会は思い残すことなく楽しめ、また今後の士会活動に生かせる情報も大切なお土産と
して持ち帰ることができました。来年の群馬大会も参加できることを楽しみにしています。

建築士全国大会 おおさか大会 大交流会　　「中之島　LOVE CENTRAL」　　　　全国の建築士大集合！

大阪万博会場の様子です　　　左からリング大屋根、多彩なパビリオン、等身大のガンダムは大人気！
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参加報告︱九州ブロック建築士の集い　福岡大会に参加して

　令和７年度建築士の集い福岡大会。発表は諫早支部として５回目、コロナ禍で大会が開催されない時期
もあり12年ぶりとなりました。私自身、発表者補助として２回目の参加となりましたが、前回と異なるこ
とは、支部活動の中心としていた青年部が解散し、発表出来る活動が何もなかったことでした。そこで過
去の活動内容発表でよければと提案したのが、小長井町内地域限定、地域内の建築士での活動実績でし
た。支部内会議で協議したところその内容で発表することとなりました。
　約30年の活動議事録や今まで撮りためた写真などを探し出し、活動仲間に当時のことを確認しつつ何と
かまとめあげ、支部内及び青年女性委員の皆さんと数回に及ぶリハーサルを経て、納得のいく内容に仕上
げることが出来ました。（いつもながら青年女性委員の方には感謝です）　あとは発表者である中内君のカ
ミカミ王子がでないことと、時間配分だけが気がかりでした。
　当日は発表担当者３名で同乗し、福岡へ向かいました。
　早めに現地に到着し準備中の会場を覗くと、意外と小規模なホールであることに一安心しました。リ
ハーサルでの画像チェック、内容の差し替え後、発表者控え室で持参してきたフルーツバス停の描かれた
飴ちゃんを配りまくり、他県の発表者とのコミュニケーションをとりました。会話の中で、秋開催の全国
大会は万博開催期間中である大阪ということもあり、是非行きたいとの声が多く聞かれました。
　発表の状況は写真の通りです。フルーツバス停（スイカとイチゴ）を模したかぶりものを着けてパ
フォーマンス重視でのぞみました。読み合わせ不足感もあり、残念ながら全国大会発表者にはなれません
でしたが、出来る事は出し切れたと思います。
　大会後の意見交換会を楽しみたいところではありましたが、３人とも翌日の予定があり、後ろ髪をひか
れつつ帰路につきました。

地域実践活動発表者　諫早支部　木下　和広

地域実践活動発表の様子

諫早市フルーツバス停マップより転載　
https://www.city.isahaya.nagasaki.jp/uploaded/attachment/9480.pdf

フルーツバス停のかぶりものです
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４月19日　通常総会及び懇親会
　定足数を満たすことができ通常総会が成立し、全ての議案について
満場一致にて無事可決されました。
　総会後には、五島市副市長、五島市議会議長、五島市建設課部長にも
ご出席をいただき懇親会を行い有意義な交流を図ることができました。
　ご出席いただいた皆様、誠にありがとうございました。

11月７日～ 11月９日　沖縄研修「首里城修復を見に行こうの旅」
　五島から飛び出して他の地域の建築物や歴史伝統文化に触れようという事で
今回は、沖縄に研修へ行ってまいりました。
　首里城修復は外観に関してはほぼ修復が終わっておりました。弁柄色の外壁も足場の奥からのぞくこと
ができ綺麗になっている様子をうかがう事が出来ました。
　石積は隙間のない様一つ一つ精密に加工され積まれており、その精度技術には圧倒されました。沖縄の
街並みを散策し独特な雰囲気にも触れることができ大変良い研修の機会となりました。

12月20日　忘年会親睦ゴルフ大会
　日中は五島カントリークラブでゴルフを行い、夜は忘年会
を開催しました。
　例年通りたくさんの会員の方々にご出席いただきとても盛
り上がりました。１年の労をねぎらい、また新年に向けて新
たな活力を養いました。
　改めて五島支部の団結力や建築に対する熱い思いを感じ取
ることができました。

令和７年度も一年間ありがとうございました

支部だより支部だより︱五島支部 五島支部　松岡　博己

守礼の門をバックに記念撮影 工事中の首里城正殿をバックに記念撮影

― 35 ―



支部だより支部だより︱長崎支部
　長崎支部の2025年４月～ 2026年３月の活動をご報告いたします。

令和７年
　４月25日㈮　令和７年度長崎支部定時総会及び創立70周年記念講演会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ホテルセントヒル長崎　参加45名
　８月２日㈯　親子木工教室／飯盛町　出席22名
　８月２日㈯　二級建築士製図試験対策建物見学会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／長崎市内シェアハウス　参加９名
　８月16日㈯　一級建築士製図試験対策建物見学会／長崎市庁舎・長崎県庁舎　参加48名
　10月４日㈯ ５日㈰　住宅フェア／長崎県庁　参加16名
　10月11日㈯　スポーツ大会＆親睦ビアパーティー／みらい長崎ココウォーク　参加28名
　11月20日㈭　建築物省エネ（住宅）計算方法講習会／長崎県総合福祉センター　参加30名
　11月29日㈯　長崎支部日帰り研修旅行／諫早市内　参加15名
令和８年
　２月13日㈮　令和８年 新年懇親会／会楽園　出席 39名
　３月28日㈯　旧長崎英国領事館見学会／旧長崎英国領事館　参加13名
理事会開催
　第１回：４/15　第２回：６/19　第３回：８/21　第４回：10/16　第５回：12/18　第６回：２/19

長崎支部　三根 小百合

【スポーツ大会】

【住宅フェア】

【長崎支部創立70周年記念講演会】
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【旧長崎英国領事館見学会】

【長崎支部日帰り研修旅行】

【親睦ビアパーティー】

長崎支部創立70周年記念誌発刊いたしました！！
　　　　　　　是非ご覧ください
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支部だより支部だより︱佐世保支部
佐世保支部の令和７年４月～令和８年３月までの事業について報告いたします。
佐世保支部は盛りだくさんの内容で、元気で頑張っております！

令和７年
　４/28　令和７年度通常総会　セントラルＨ　出席者：28名　委任状99　計127名
　　　　 懇親会参加者：正会員30名　賛助会員：21名（16社）
　６/21　九州ブロック建築士の集い福岡大会　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 参加：前田　指山　指山立　廣川　富田
　６/24　第１回理事会　佐世保市労働福祉センター　出席者19名
　　　　 ＊今年度の事業計画について協議
　９/26　秋のボウリング大会　17チーム66名参加
　11/10　佐世保工業高校訪問　富田、県本部高橋、松山先生、林先生
　11/11　第２回理事会　佐世保市労働福祉センター　出席者17名
　　　　 ＊令和７年度郷土史体験講座（親和銀行＆弓張展望台）準備について
　12/13　令和７年度郷土史体験講座（親和銀行＆弓張展望台）佐世保支部会員16名参加
　12/13　理事忘年会　気楽や　参加者：15名
令和８年
　１/21　 支部新年会　セントラルホテル佐世保　参加：58名
　２/20　 県北地区建築士技術講習会40名参加（佐世保支部＆北部支部）講師：永田氏、野口氏

　令和７年度の佐世保支部では、技術研鑽と会員交流の充実を目的に、年間を通じて多様な事業を実施し
ました。特に、建築士法の再確認をテーマとした技術講習会では、多くの会員が参加し、実務に直結する
内容を学ぶ貴重な機会となりました。講師による丁寧な解説に加え、参加者同士の意見交換も活発に行わ
れ、建築士としての知識向上とネットワーク強化につながりました。また、支部内の親睦行事や地域との
連携活動も継続して実施し、会員相互のつながりを深める一年となりました。今後も、地域に根ざした建
築士会として、より実りある活動を展開してまいります。

佐世保支部　富田　浩司

指山さん始球式「ストライク！？」

和気あいあいのボウリング大会！

県北地区建築士技術講習

横断幕は中学生に　
作ってもらいました
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支部だより支部だより︱諫早支部

　去る令和８年４月11日（土）、諫早市内を流れる本明川において、本明川に関わる各種団体で構成され
る「本明川交流会」主催の清掃活動【桜づつみをきれいにせんば】に参加しました。
　当日は天候にも恵まれ、春の穏やかな陽気のもと、多くの参加者とともに河川周辺の清掃活動に汗を流
しました。地域の大切な自然環境を守る取り組みに関わることで、改めて本明川の魅力と、その維持保全
の重要性を実感する機会となりました。

　清掃活動終了後は、諫早支部の参加者によるバーベキューが催され、会員相互の親睦を深める有意義な
時間を過ごしました。
　日頃の業務を離れた交流の場として、支部内外のつながりをより一層強めることができました。
　今後もこのような地域活動に積極的に参加し、社会貢献と会員同士の連携強化に努めてまいります。

※編集者からおわび

　本投稿は2026年４月に開催された行事の記事になります。本号は2025年ですが、掲載させていただきました。年度

が変わってしまい混乱してしまいますが、編集の都合から掲載いたしました。

ユーアイ設備工業㈱　代表取締役　舟津　修二

諫早支部 賛助会員

清掃活動に参加された団体のみなさま

諫早支部メンバーでバーベキューをして親睦を深めました

建築士会諫早支部はのぼりを持って参加です

メンバーで語り合う有意義な時間を過ごしました
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支部だより支部だより︱大村支部
　令和７年５月16日、「味ごよみ　ながせ」にて、通常総会・懇親会を開催しました。
　議案審議も可決され、無事に令和７年度のスタートを切ることができました。

　令和７年５月31日　大村支部親睦ゴルフ大会を大村湾カントリークラブ ニューコースにて、開催しま
した。賛助会員も多数参加して行われ親交を深めました

　令和７年７月６日　地域貢献活動として、大村純忠史跡公園の清掃活動を行いました。
　暑さも厳しい時期なので、朝７：30 ～１時間程度の作業時間で、きれいになった公園をながめながら、
気持ちの良い汗を流せたと思います。

　令和７年11月２日、シーハットおおむら　ガレリア広場にて、「おおむら健康・福祉まつり」へ参加し
ました。
　木工教室や、餅つき等　市民との交流が出来た１日でした。

大村支部事務局　原田　裕一
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支部だより支部だより︱島原支部

令和７年度活動の主な内容
　６月　建築士の集い福岡大会（九州ブロック大会）参加
　７月　建築技術講習会
　７月　新入会員の歓迎会
　８月　建築工事に従事する監理技術者講習会①
　12月　建築工事に従事する監理技術者講習会②

　令和７年６月21日、22日に開催された「建築士の集い福岡大会（九州ブロック大会）」に参加しました。
基調講演では、建築家 藤本壮介 氏による講演が行われ、大屋根リングや 太宰府天満宮仮殿 をはじめ、
これまで手掛けられてきた建築作品についてお話を伺うことができました。自然と建築の間を探る斬新な
発想が、どのような考えから生まれているのかを知ることができ、大変興味深い講演でした。特に印象に
残ったのは、ハンガリー・ブダペストにある ハンガリー音楽の家 です。音の振動を視覚的に表現した

「波」を感じさせるデザインが特徴的で、敷地の特性を活かしながら、自然と建築の境界を曖昧にする工
夫が随所に取り入れられていました。建物の中にいながら公園を散策しているかのような空間体験ができ
る建築であり、ぜひ実際に訪れて、その感覚を体感してみたいと思いました。

　また７月には新入会員歓迎会を行いました。
　新入会員だけでなく、これまであまり話をする機会のなかった会員同士も交流することができ、非常に
充実した時間となりました。今後は、建築士の知識や経験を地域で役立てるような取り組みを行いたいと
考えています。

島原支部　池上　美喜

　　島原近郊のお勧めスポット紹介
　　～ 雲仙市瑞穂町西郷　岩戸神社 ～　

　岩戸神社の本殿は高さ35ｍ、幅15ｍ、奥行き
10ｍの大きな一枚岩からなる崖の足元の窪みに
鎮座しています。いわゆる磐座（いわくら）で
す。洞窟がいくつかあり、縄文時代以前より住
居として使われていたと推定されます。かなり
の大きさの杉やヒノキに囲まれ、非常に神聖な
清々しい境内は近年SNSでパワースポットとし
て発信され、若い世代の参拝が目立つようにな

りました。神社本殿の西側には小さな滝つぼがあり、雨の多い時期には小さな滝が出現し神秘的です。そ
の奥にも２つの洞穴があり、水の神と山の神がそれぞれまつられています。この水は集落の田畑を豊かに
潤す西郷川の基点になるそうです。みなさまも一度参拝されてはいかがでしょうか。
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支部だより支部だより︱上五島支部
　令和７年度における支部活動として、熊本アートポリス見学会（研修旅行）を実施しました。

研修旅行のきっかけ

　30年ほど前の建築仲間との旅行でした。
　後世に残る文化的資産を創造するための「くまもとアートポリスプロジェクト」があることを知り、仲
間と数人での旅行を計画。熊本県建築課アートポリス事務局に問い合わせ、施設のパンフレットとアート
ポリスガイドマップ等を取り寄せ、ルートを決めました。
　1990年竣工の逆三角形の熊本北警察署を含めて、北は小国町の北里小学校屋内運動場より黒川温泉での
宿泊（当時は交通の便が悪く、旅行客も少ないほうでした）。阿蘇山を経由して、東は清和文楽館、南は
人吉の球磨工業高校、西は三角港フェリーターミナルより天草方面へと、3年がかりで建物を50カ所以上
見学（研修）いたしました。今でもそれぞれのパンフレット、写真を見るたびに情景を思い出します。

熊本研修旅行

　前段が長くなりましたが、
　上五島支部の研修旅行は、全国大会の際に５年おきくら
いに実施していました。
　今回、上五島支部長10年目の節目として、支部会員及び
賛助会員に呼びかけ、 【くまもとアートポリスの作品に学
ぼう】を計画、６月22日～ 24日の２泊（船中１泊）で実
施しました。
　６月22日は昼すぎから熊本城の震災復興を見学しました。
 （宇土櫓の解体状況は日程が合わず残念でした。）

　翌23日は市内のホテルからジャンボタクシーを利用し清
和文楽館 → 通潤橋へ（農繁期で放水なし）→ 美里町文化
センター「ひびき」→ 美里町林業総合センター → 甲佐町
住まいの復興拠点施設 → 甲佐町営乙女団地・白旗団地復
興拠点施設の順路で廻りました。

　最後に目玉であるエバーフィールド木材加工場に３時過
ぎに到着しました。事前にお願いしていたので、１時間余
りの説明と施設の見学をさせていただきました。
 （株式会社エバーフィールド⼭脇部⻑様には大変お世話になりました。）

上五島支部長　久家　良一

熊本城

熊本城模型
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　この木材加工場は、プロポーザルによって設計者が決定されたわけですが、本当に施主の期待を裏切り
ませんでした。⼆次元では表現できない三次元の綿密で複雑な意匠設計。
　デザインを有効にする構造設計。そして施⼯性を確認するために試作建築物としての車庫を造り、納ま
りを確認したのち、初めてこの⽊材加⼯場の建築が可能となったとのこと。
　このことは関係者⼀同による、質の高い技術研鑽と努力があったものと感じました。

　外観にみられる軒先納まりのこだわり、外構配置（植栽）、何気ないサインの細部まで妥協せず追求す
る。⼜⽊材加⼯場と⼀体感のある構造・意匠（内外装）においても、熊本県産の小国杉を使用している。
　こだわりのある研修室付き事務所、分散された会議・資料室にも感銘を受けた次第です。

　また、どのプロジェクトにおいても、館銘板には【くまもとアートポリス共通の】「施設名称、設計者、
施工者、施工年、施主名」が記載されていました。
　その後市内に戻り研修旅行の総評を兼ねての懇親会となりました。

　会員数が最小支部ですが、次年度からは、宇戸支部長の元で微力ですが協力させていただきます。
　又この様な旅行が企画されたら会員の多数の参加を期待したいと思います。

試作建築物　車庫

木材加工場　エバーフィールド外部

木材加工場　エバーフィールド内部

エバーフィールド館銘板
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支部だより支部だより︱壱岐支部
　壱岐支部では４月24日、令和８年度定時総会をビューホテル壱岐で開催しました。
　総会では、令和７年度事業報告及び収支決算・監査報告、令和８年度事業計画案
等を審議しました。いずれも原案通り承認されました。
　さらに、各種研修・講習会を開催し、会員の資質の向上に努める方針。
　また、今年度は新しい２名の新規会員さんが入会しました。近年入会者がいな
かったので久しぶりの入会者です。
　総会後には、懇親会を開きました。
　コミュニケーションを図り支部の活性化につながればと思っています。

壱岐は美しく神秘的な島です。食べ物が美味しく、

見所存分の島でもあります。

是非一度壱岐島に遊びにいきませんか。

※編集者からおわび

　本投稿は2026年４月に開催された行事の記事になります。本号は2025年ですが、掲載させていただきました。年度

が変わってしまい混乱してしまいますが、編集の都合から掲載いたしました。

壱岐支部長　辻川　芳夫

総会後の懇親会

はらほげ地蔵猿岩

双六古墳

勝本の町並み

黒崎砲台跡

県指定文化財 松本薬局（勝本）

睦モクヨンビル

県指定文化財 聖母宮（勝本）
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近年は建築士試験においても女性の活躍が目に見えて大きくなりました！

建築士試験イメージイラスト

　ここ数年、建築士会を取り巻く環境はかなり大きな変革点を迎えています。この業界だけではないので
すが、各種資格者団体における会員の高齢化やそれを原因とした会員の大幅減少、情報収集の多様化によ
る若年世代の入会動機の減少など大きな局面をむかえています。建築士の資格者団体である本会において
も例外ではなく、会員数の減少は今後の会運営に直結し、その厳しさを日々感じております。
　その中でも2020（令和２）年の建築士登録における実務後付けが実施されたことで様々な環境を変え、
建築士会に対しても多大な影響をもたらしました。これまで試験に合格すれば合格者が同じ時期に建築士
登録をすることで、建築士免許の授与式をおこなえました。ところが、実務要件が合格後に可能になった
ことから、試験合格後の登録時期が分散し、建築士免許授与式が開催出来なくなりました。結果として、
試験合格者に対する個人情報の厳守と併せて建築士会へのお誘いの機会が激減しています。このことは全
国どこの士会でも共通した悩みです。また、最近の建築士試験、特に一級の試験では、その難易度が上が
り、中々合格出来ないと聞きます。さらには個人的な勉強だけで合格を掴み取ることは難しくなっていま
す。益々狭き門ということで、将来の長崎県を担う建築士の数が少なくなるのではと危惧されます。そこ
で、今回は日建学院の久芝様に試験合格を目指す学院生に日々接している立場から、近年の建築士試験の
傾向や動向について、試験会場の運営をおこなっている本会事務局からQ＆A方式で久芝様にお話を伺い
しました。
� （聞き手　本部事務局長　髙橋弘一）

Ｑ１：試験制度の変化について
　　・受験要件の実務後付け化以降に若年層の受験者は増えていますか。また、学科試験合格者に対する

製図試験受験機会が増加しましたが、受験者に影響はみえますか。

Ａ１：若年層の受験者は確実に増加しています。特に一級建築士においては、大学在学中から対策を始
め、卒業直後や大学院在学中に学科試験へ挑戦する流れが定着しつつあり、資格取得の早期化に対する意
識は高まっています。一方で、学科合格後の製図試験の受験機会が「５年以内で３回」とされたことで、

企画記事︱本部事務局 × 日建学院（賛助会員）・久芝洋平 氏

近年の建築士試験の傾向や動向を考える
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個々の状況に応じた受験時期の選択が可能となりました。しかし、現況では学科合格後から製図対策に着
手するケースが大半を占めています。家庭環境の変化や学習時間の不足、体調管理といった諸事情によ
り、あえて「受験しない」選択をする層も一定数見受けられます。しかし、選択肢が増えたからこそ、学
科通過後を見据えた「製図試験までの長期的な学習計画」の重要性は、以前にも増して高まっていると感
じています。

Ｑ２：ここ数年の建築士試験にみられる傾向について
　　・試験問題の難易度の変化（学科試験、製図試験）はどう思いますか。また、問題の出題傾向の変化

（特に法改正における省エネ関連）や難易度についてはどう考えていますか。

Ａ２：近年の建築士試験は難化傾向が顕著であり、単なる知識の蓄積のみでは対応が困難な問題が多く
なっていると考えています。学科試験においては、省エネや構造強度、バリアフリーといった社会的重要
度の高いテーマに加え、最新の法改正への即応力が厳格に問われています。特に省エネ関連をはじめとし
た社会情勢を反映した出題が際立っており、2025年度は建築物省エネ法の施行（４月１日）に伴い、適用
法令に関する異例のアナウンスがなされました。告知通り改正箇所からの出題があり、受験生には例年以
上の柔軟な対応力が求められるイレギュラーな内容となりました。また、過去問であっても表現や切り口
を変えることで総合的な判断力を試す傾向が継続されており、「過去問の単純な焼き直し」ではない、応
用力と本質的な理解を問う流れは今後も継続すると予測されます。
　設計製図試験においても同様に、作図技術以上に与条件の読み取りと空間構成の「計画力」が重視され
ています。試験全体の自由度が増した分、個別の判断ミスが重大な不備（失格事項）に直結しやすく、実
質的な難易度は一段と高まっていると認識しています。

Ｑ３：最近の合格者の特徴について
　　・二級建築士における女性合格者の増加が著しく感じますが、実態はどうですか。また、一級建築士

試験では年齢層あるいは受け続けていた人の動向に変化がみられますか。
　　　もう一点、受験要件の実務後付け化による若年層の受験機会の増加が見込まれましたが、それが合

格者に対しても反映されていますか。

Ａ３：二級建築士試験における女性合格者の躍進は、現場の実感としても顕著に感じています。建設業界
全体で女性の活躍推進や就労環境の整備ができており、多様な職域への広がりが着実に結実したものと考
えられます。一方、一級建築士試験においては、依然として複数年受験者が一定の割合を占めるものの、
受験要件の緩和を機に、早期取得を目指す若年層の動きが一段と活発化しています。
　背景には、新入社員や中途採用者に対し、企業側が戦略的に資格取得支援を行うケースが増加している
実態があります。体系的な教育支援やインセンティブの提供が、若手層の合格意欲と合格率を強力に後押
しする重要な要因となっていると感じます。
　ただし、受験機会の拡大が直ちに合格率の向上を担保するわけではありません。むしろ早期受験が可能
になったことで、準備不足のまま挑むケースも散見されます。限られた時間で確実に結果を出すためには

「日建学院をはじめとする資格予備校」の重要性が、以前にも増して高まっていると確信しています。
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Ｑ４：今後の新たな建築士の誕生に向けての課題と期待
　　・製図試験のＣＡＤ化（通常業務ではほぼおこなわない手書き製図）になったらどうなるのか。ま

た、建築士会に望むこと（協力体制とか）はありませんか。

Ａ４：現状では、製図試験のＣＡＤ化は見送られていますが、ＢＩＭの普及をはじめとする設計・施工業
務のデジタル化が急速に進んでいることを踏まえると、将来的には試験制度にもデジタル化の流れが反映
される可能性は十分にあると考えています。一方で、ＣＡＤ化は実務との整合性という点で非常に意義の
ある取り組みであるものの、使用ソフトや操作環境の違いによる公平性の確保、採点基準の統一など、慎
重に検討すべき課題も多く、今後の動向を注視していきたいと考えています。
　近年、長崎県では若年層の県外流出が大きな課題となっており、建築業界においても将来を担う人材の
確保・定着が重要なテーマとなっています。県内から一人でも多くの建築士を輩出していくためには、資
格取得を支援するだけでなく、まず「建築士を目指したい」と思う若者を増やしていくことが何より大切
だと考えています。そのためには、建築士会様をはじめ、地場企業、大学・高校、そして日建学院がそれ
ぞれの立場で連携し、学生の段階から建築の魅力や建築士という仕事のやりがいを伝え、資格取得から就
業・定着までのサポート体制ができればと考えています。

Ｑ５：最後に今後の建築士について学院としての思いを教えてください。

Ａ５：少子高齢化や担い手不足が進む中で、建築士一人ひとりの価値はより高まっていきます。その一方
で、試験の難化により資格取得のハードルは上がっているのが現状です。日建学院としては、単なる試験
対策にとどまらず、受講生一人ひとりに寄り添い、指導にあたっています。教育機関として培ってきたノ
ウハウを活かし、建築士会様や関係機関の皆様と力を合わせながら、長崎県内で活躍する建築士を一人で
も多く育成し、地域の建築業界の発展に貢献してまいりたいと考えております。

　久芝様、今回は貴重なご意見をありがとうございました。事務局では年４回、建築士試験の運営をおこ
ない、建築士試験に挑む受験生の姿を間近に見ております。近年の試験を見る中で、様々な意味で思うこ
とも沢山ありました。久芝様からこのたびのお話を聞き、このところ感じていた試験の動向を改めて確認
することが出来ました。今後、長崎県内に沢山の建築士が生まれ、県内で活躍できるような環境を期待し
ます。そのためにも関係機関の皆様と力を合わせながら、建築士会で出来ることはどんどん進めていきま
しょう。
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事務局だより事務局だより
（令和７年４月～令和８年３月）

開催日 内　　容　・　開催場所 参加者数など

事　　　業

7.6.4 監理技術者講習（佐世保） 於：佐世保市労働福祉センター 2名受講

7.6.21 九州ブロック研究集会「建築士の集い福岡大会」 於：福岡県福岡市 45名参加

7.7.6 令和７年二級建築士試験「学科」 於：長崎県総合福祉センター 159名受験

7.7.27 令和７年一級建築士試験「学科」 於：長崎県総合福祉センター 154名受験

7.8.22 監理技術者講習（島原） 於：有明総合文化会館 6名受講

7.9.14 令和７年二級建築士試験「設計製図」 於：長崎県総合福祉センター 71名受験

7.9.19 第67回建築士会全国大会（大阪大会） 於：大阪府大阪市 34名参加

7.10.3 ～ 4 住宅フェア 於：長崎県庁１Ｆ

7.10.12 令和７年一級建築士試験「設計製図」 於：長崎県総合福祉センター 64名受験

7.11.11 既存住宅状況調査技術者講習（更新） 於：長崎県勤労福祉会館 2名受講

7.11.14 既存住宅状況調査技術者講習（新規） 於：長崎県勤労福祉会館 2名受講

※7.5月～ 8.3月 ※既存住宅状況調査技術者講習（更新：オンライン） 1名受講

7.12.12 監理技術者講習（島原） 於：有明総合文化会館 7名受講

7.8.6 令和７年度 建築士定期講習（第２期）※建築士事務所協会共催 於：長崎県建設総合会館 51名受講

8.2.18 令和７年度 建築士定期講習（第４期）※建築士事務所協会共催 於：長崎県建設総合会館 21名受講

会　　　議

＜理事会・委員会＞

7.4月～ 8.3月 青年・女性合同委員会　4/22 於：つくば倶楽部 4/22：11名

女性委員会（ＷＥＢ）6/3、7/9、9/13、12/6、3/15 ― 各回5名出席

7.5. 令和６年度 会計監査 於：事務局 監事（上山、新北）2名

7.5.14 第１回　三役会議 於：事務局 6名出席

7.5.20 令和７年度第１回総務委員会 於：長崎県勤労福祉会館 12名出席

7.5.20 第52回（R7-1）理事会 於：長崎県勤労福祉会館 20名出席

7.6.13 令和７年度　定時総会 於：ホテルニュー長崎 総会45名、懇親会70名

7.10. 第２回　三役会議 於：事務局 6名出席

7.10. 令和７年度第２回総務委員会 於：長崎県勤労福祉会館 13名出席

7.10. 第53回（R7-2）理事会 於：長崎県勤労福祉会館 21名出席

8. 第３回　三役会議 於：事務局 6名出席

8.3. 令和７年度第３回総務委員会 於：長崎県勤労福祉会館 13名出席

8.3. 第54回（R7-3）理事会 於：長崎県勤労福祉会館 17名出席

6.9.10 第１回　まちづくり委員会 於：ＷＥＢ 9名出席

6.9.12 第１回　ヘリテージ委員会 於：長崎支部+ＷＥＢ 16名出席

6.9.13 第１回　災害対策委員会 於：長崎支部 8名出席

6.9.30 第１回　広報委員会 於：ＷＥＢ 7名出席

＜連合会会議＞

7.6.17 令和７年度　定時総会・第72回理事会 於：東京都 中野会長 出席

7.6.17 建築士登録機関等連絡協議会　総会 於：東京都 中野会長

7.7.19 ～ 20 令和７年度第34回全国女性建築士連絡協議会 於：山形県 2名出席
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8.1.30 ～ 1.31 第34回まちづくり会議 in 仙台・全国まちづくり委員長会議 於：宮城県仙台市

8.2.20 全国事務局長・事務局職員会議 於：東京都 髙濵職員 出席

8.3.8 ～ 9 令和７年度年度全国青年委員長会議 於：愛知県 1名出席

＜九州ブロック会議＞

7.4.12 令和７年度 青年女性協議会第１回協議会役員会 於：福岡県 1名出席

7.6.20 令和７年度 九州ブロック総会 於：福岡県 中野会長、髙橋事務局長 出席

7.6.21 令和７年度 青年女性協議会　第１回運営委員会 於：福岡県 6名出席

7.6.21 令和７年度 九州ブロック第１回まちづくり協議会 於：福岡県 3名出席

7.10.30 建築士免許登録業務意見交換会（Ｒ6-2） 於：福岡県 髙濵 出席

7.11.1 令和６年度 青年女性協議会　第３回運営委員会 於：福岡県 5名出席

7.11.21 令和７年度 九州ブロック事務局職員会議 於：長崎県 中野、髙橋、髙濵、陣内

7.12.2 令和６年度 九州ブロック第１回会長会議 於：佐賀県 中野会長

8.3.6 令和６年度 九州ブロック第２回会長会議 於：鹿児島県 中野会長

＜その他の会議＞

7.10.20 九州沖縄設計４団懇談会 於：福岡市 中野会長

7.11.4 長崎県空き家対策協議会総会 於：長崎県庁 髙橋事務局長

～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～✿～

会員物故者（令和７年４月～令和８年３月 連絡分）※敬称略

平野　健一　（昭和50年生まれ）令和６年４月逝去　　佐世保支部
佐々木丈夫　（大正11年生まれ）令和６年５月逝去　　長崎支部
樋口　直之　（大正13年生まれ）令和６年５月連絡有　長崎支部
鶴田　　修　（昭和22年生まれ）令和６年５月逝去　　佐世保支部
松谷蒼一郎　（昭和３年生まれ）令和６年７月逝去　　長崎支部
森田　潤志　（昭和54年生まれ）令和６年８月逝去　　長崎支部
森谷　文俊　（昭和22年生まれ）令和６年９月逝去　　対馬支部
今井　一夫　（昭和23年生まれ）令和６年10月逝去　　対馬支部
米田内蔵七　（昭和10年生まれ）令和６年11月逝去　　島原支部
矢坂　久雄　（昭和６年生まれ）令和７年３月逝去　　長崎支部

謹んでお悔やみ申し上げます。

令和７年度 日本建築士会連合会 会長表彰者
　　長崎支部 大田 義弘 会員　　島原支部 森脇 久夫 会員� おめでとうございます！

連合会長表彰を拝受して　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大田 義弘
　この度、第67回建築士会全国大会（おおさか大会）におきまして、長崎県の建築士を代表し、連合
会長表彰を賜りました。1971年に日東建設へ入社以来、公共施設、教育施設、医療施設の建設に携わ
り、1998年には代表取締役に就任いたしました。建築士会長崎支部理事としての10年間の活動を経て、
現在は息子たちに事業を引き継ぎながら、出島和蘭商館跡を始めとする長崎の貴重な文化財修復に取
り組んでおります。長崎の歴史と向き合い、その保全に関われることは、建築士としてまた地元企業
として大変光栄に存じます。今回の受賞は私個人の力ではなく、日頃よりご支援賜っております会員
の皆様のおかげと、心より感謝申し上げます。今後も地域と文化に貢献できる建築を目指し、尽力し
て参ります。
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『会員作品紹介』　『会員作品紹介』　金光教諫早教会金光教諫早教会
島原支部　佐々木信明 会員 設計

＜設計意図＞
　この教会は、教会ではあるが、単に祈りの場というと少し違うように思う。
　機能としては、礼拝堂と住居、さらに集会所が一緒くたになっている。普段は１人訪れるかどうかだ
が、大きな行事があるとあふれる程の人が集まる。状況に応じて住居の境もなくなり開放されるし、おも
てに鍵もかかっていない。信心関係なく一般の人が定期的に集まって踊りのお稽古をしたり、子供達が学
校帰りに集まる塾になったりもする。大も小も、公も私も、内も外も受け入れる、金光教の根底にある寛
大な思想そのもののようなこの使い方を損なう事なく、そのままなぞるように建築化する事がこの教会の
あるべき姿だと考えた。
＜空間構成について＞
　敷地は閑静な低層住宅地。周囲のボリュームになじませながら、様々な人々、活動がほどよく距離を持
ちながら共存するために、礼拝堂を中心に回廊を介して大小様々な家があつまったような配置計画とし
た。周囲の棟に耐震壁を集中させる事で中央部分を開放させ、建具で柔軟に利用できるようにしている。
各棟は隙間をあけながら放射状に配置し、一番奥まったところにある礼拝堂を含め、どの棟も庭との関係
が生まれるようにしている。また、ボリュームは分散しているが、同時に信徒が遠くから見てもそれと分
かるようなモニュメンタル性を持たせるために、見る角度によっては大きな一体の建物に見えるように屋
根形状を決定している。
＜木組格子について＞
　中央の礼拝堂は、金光教の御紋をモチーフとした木組格子で囲まれ、やわらかい光で満たされている。
これは教会の象徴であり、日射遮蔽を計算したブラインドであり、性能確認試験により性能を裏付けられ
た透明な耐震壁である。試験は東京大学佐藤研究室で行われ、壁倍率1.8倍程度の性能を有する事が確認
されている。
� （株式会社INTERMEDIA ホームページから転載）

会 員 名：島原支部　佐々木信明（株式会社INTERMEDIA）
施設名称：金光教 諫早教会
所 在 地：諫早市
用　　途：宗教施設　　構　　造：木造２階建　　構造設計：坪井宏嗣構造設計事務所
設 計 者：佐々木信明　　　　　　　　　　　　　設備設計：シード設計社

金光教諫早教会（内観） 金光教諫早教会（外観）
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　私の趣味。自己紹介等で必ず話しをしているのはこの3つです。まず、小学生の
頃から始めたサッカーは、学生時代、社会人と続け、現在もシニアサッカーチーム
に所属し、週一回の練習と月一回のリーグ戦にて心地よい汗をかいています。ま
た、今年からゼイワン（Ｊ１）で戦っているＶファーレン長崎のサポーターでもあ
り、ホームゲームにはＰスタ（ピーススタジアム）に足を運び声援を送っています。
　次は釣りで、こちらも小学生の頃から始め、地磯や堤防での餌釣り、ルアー釣り
を経て、現在はボートでのルアー釣りにはまっており、マダイ、ブリ、ハタなどを
釣って、趣味と実益を兼ね楽しんでいます。
　最後に畑仕事ですが、５年程前から知人の遊休地を借りうけ、ゴーヤ、キュウリ、オクラ、ミニトマト
などの夏野菜を中心に育てています。収穫時には自己消費はもちろん、知人に配布し喜んでもらっていま
す。
　このように、週末はこの３つの趣味のいずれかもしくは全部をやっており、あっという間に休みが終わ
ります。もちろん、建築士会活動もちゃんとやってますよ（笑）。
　全てに共通するのは、身体が健康でないと出来ないという事です。これまで以上に健康に留意し、定年
退職後は、この３つの趣味を毎日やって時間を過ごせる事を夢見ています。早く来い来い定年退職。（笑）

 サッカーと釣りと畑仕事� 長崎支部　森岡　実 会員

私の趣味私の趣味

今でも青春　シニアサッカー

私とヒラメ 私の畑の夏野菜

Vファーレン長崎の本拠地Pスタ
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五島市鐙瀬（あぶんぜ）海岸の「五島リトリート ray」

吹き抜けのロビーに立つ。
外部からの光が細くまっすぐに届く。
静かで壮厳かつ温かみのある空間は教会の中にいる様だ。
奥へ進み大きく広い海を真正面から眺める。
なに者にも邪魔されずこの景色を独り占めできるこの場所。
贅沢だ。
 「THE view」
故橋本夕紀夫氏が内装設計とデザインを手掛け、掲げた
テーマである。
橋本氏といえば、ザ・ペニンシュラ東京やヒルトン長崎といった、
特にホテル空間においてその独創的で洗練されたアプローチが
高く評価された日本を代表する設計デザイナーであった。
 
2022年３月20日に急逝しており、五島リトリート ray は遺作となった。
 「自分が愛せないものは人も愛さない、結局は愛なのだ」
生前の言葉だ。
いつも愛をもってデザインしていたからこそ、訪れる人、見る人の琴線に触れ、
心が動かされる。そのような感覚を覚えるのであろう。

２階には瞑想室があり球体の美しい石がステンドグラスからの光を反射させる。
実に神秘的だ。
石には、人知れず、橋本夕紀夫と刻まれていた。
完成を見ることが出来ぬままこの世を去ったが、しっかりとその橋本イズムは
この建物に刻み込まれているのである。
黙想。

　～ 「祈りの島、光の宿」五島列島のリゾートホテル ～� 五島支部　松岡　博己

橋本夕紀夫氏の名前があるオブジェ

明るく開放的な客室

五島リトリート ray　ロビー

まちの紹介
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「五島リトリートray」
ここは、2022年８月30日　五島列島福江島にグランドオープンしたリゾートホテルで
福江港ターミナルから車で20分ほどのところにある。
15分ほど走ると左側には青い海、右側には緑の山々が現れ、その真ん中をストーンと一直線に伸びる道を
まっすぐに走っていく。
最後に左折し、道なりに進むと、湿った柔らかい土の色をした
海岸沿いに聳え立つその建物が姿を現す。
ずっしりとしたそのたたずまいからは
五島キリシタンの禁教の中、信仰を守り続けた揺るがぬ信念を感じる。
近づくとごつごつとした肌触りで熔岩を彷彿とさせる。

鐙瀬（あぶんぜ）と呼ばれるこの地はここ福江島のシンボルともいえる鬼岳の火山から流出した熔岩が流
れ込んで出来ている。
その熔岩を削ってこの建物は建てられた。
すぐ先には熔岩に海がかぶさってできた鐙瀬熔岩海岸が約7㎞にわたって広がっている。
年中温暖で亜熱帯植物が繁殖し、情熱的な草木が咲き乱れ、美しい景観を呈し
人々を歓迎する。
自然の中に熔けこむように建つ五島リトリートray
この五島の雄大な自然のポテンシャルを最大限に生かし、どの空間に居ても海と山に
囲まれており、五島の自然の豊かさ、時の移ろいを感じられる。

新しいけれどもどこか懐かしいこの建物。
やさしい潮風がそっとわたしを吹き抜ける。

編集者雑記：
　「五島リトリートray」は五島市内の他に新上五島町にも候補地がありました。編集者は当時の新上五
島町側の誘致担当をしておりましたが、最終的に新上五島町には航空機の定期便がないことで涙をのみ、
残念な思い出があります。それよりも五島列島にこのようなレベルの高い一流のリゾートホテルが開業さ
れたことがとても喜ばしいかぎりです。

鬼岳をバックに　五島リトリート ray　外観全景

エントランス
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長崎市 岩屋神社

佐世保市吉井町 福井洞窟（国指定特別史跡）

新上五島町 山王山（一之宮） 新上五島町 青方岩屋観音 雲仙市 岩戸神社 佐世保市江迎町 潜龍ヶ滝

川棚町 岩屋権現

壱岐市 爾
に じ

自神社 東
こ ち

風石
いし

　長崎県内にも数多くのパワースポットがあります。切り立った崖下に隠れるような神社、洞窟、コンパ
スの効かない不思議な大岩、神秘的な滝、樹齢が何百年もある大木などそのかたちは様々ですが、多くの
場合そこには神様が宿るとされています。特に一枚岩の高い崖下にある庇上の窪みは「岩陰遺跡」また神
秘的な大岩を「磐座（いわくら）」などといって巨石信仰に繋がります。それらは神様が降り立つ場所

（依り代）として祀られることが多くあります。長崎県にもそのような場所が数多く存在します。訪ねて
みてはいかがですか。

長崎県のパワースポットを訪ねてみよう長崎県のパワースポットを訪ねてみよう
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編 集 後 記

　最後までお読みいただき、ありがとうございました。
　本号では、「令和７年度」の各支部・各委員会のさまざまな活動や会員の皆さまの取り組みを
ご紹介しております。編集を通して改めて感じたのは、多くの方々の熱意や支えによって建築士
会の活動が成り立っているということです。
　活動の内容はそれぞれ異なりますが、地域を想う気持ちや人とのつながりを大切にする思いは
共通しているように感じます。「よろいど」がその思いや活動を共有する場となり、会員同士の
交流のきっかけとなれば幸いです。
　今後も皆さまのご協力に感謝しながら、長崎県建築士会の魅力をお伝えしてまいります。引き
続き「よろいど」をよろしくお願いいたします。
 広報委員 三根 小百合　

令和７年度　一般社団法人 長崎県建築士会　本部事務局・支部一覧

〒 住　　　　所 電　話 FAX

事務局本部 850-0036 長崎市五島町5－34
トーカンマンション713号 095-828-0753 095-827-7007

支部名 支部長 支　部　住　所 電　話 FAX

長 崎 支 部 有馬　一郎
〒850-0032
長崎市興善町4番6号
田都ビル601号室

095-826-5514 095-826-5535

佐世保支部 富田　浩司
〒857-0872
佐世保市上京町1番10号
㈱指山建築ファクトリー 内

0956-22-8329 0956-23-9696

諫 早 支 部 森　　　浩
〒854-0003
諫早市泉町20番25号 フォレストビル301号
モリ設計㈱ 内

0957-22-2458 0957-22-3448

大 村 支 部 久野　重夫
〒856-0814
大村市松並2－1223－2
ＳＳ総合企画　内

0957-53-4949 0957-53-4949

島 原 支 部 中村　靖人
〒855-0042
島原市片町551－2 0957-64-2798 0957-64-2798

北 部 支 部 内田　信介
〒857-0311
北松浦郡佐々町本田原免22番地1
㈱新建築設計事務所 内

0956-63-2151 0956-63-2153

五 島 支 部 松岡　博己
〒853-0601
五島市三井楽町浜の畔948
尾崎宅 内

0959-72-3470 0959-72-4638

上五島支部 久家　良一
〒857-4416
南松浦郡新上五島町道土井郷199番地
㈱久家設計事務所　上五島事務所 内

0959-52-4751 0959-52-4752

壱 岐 支 部 辻川　芳夫
〒811-5214
壱岐市石田町印通寺浦301
㈱創栄建設 内

0920-44-5309 0920-44-5189

対 馬 支 部 対馬管内は本部直轄になりました

一般社団法人 長崎県建築士会
　　　　広報委員会　　髙橋　弘一（本部・長崎支部　編集者）
　　　　　　　　　　　三根小百合（長崎支部）　　本郷　真樹（長崎支部）　竹田　政和（長崎支部）
　　　　　　　　　　　富田　浩司（佐世保支部）　山本　道夫（諫早支部）　池上　美喜（島原支部）
　　　　　　　　　　　辻田直太郎（北部支部）　　松岡　博己（五島支部）

　長崎県指定有形文化財「江袋教会」があ
る江袋集落の教会背後に咲く「ツツジ」の
花。毎年４月中旬から下旬の頃に満開にな
ります。火災に遭う前に植えられた花木が
火災を乗り越えた教会堂を優しく包み込む
かのように美しい花々で彩ります。

　５月の新上五島は新緑や青い海と相まっ
て本当に美しい季節を迎えます。



よろいど（158巻）よろいど（158巻）

発　行　　令和８年６月発　行　　令和８年６月１１日日

発行者　　一般社団法人　長崎県建築士会発行者　　一般社団法人　長崎県建築士会
　　　　　〒850-0036　長崎市五島町５-34　　　　　〒850-0036　長崎市五島町５-34
　　　　　　　　　　　　トーカンマンション713号　　　　　　　　　　　　トーカンマンション713号
　　　　　TEL　（095）828－0753　　　　　TEL　（095）828－0753
　　　　　FAX　（095）827－7007　　　　　FAX　（095）827－7007
　　　　　E-mail　LEE05670@nifty.com　　　　　E-mail　LEE05670@nifty.com
　　　　　URL　https://www.nagasaki-shikai.jp/　　　　　URL　https://www.nagasaki-shikai.jp/

印刷所　　日本紙工印刷株式会社印刷所　　日本紙工印刷株式会社
　　　　　長崎市幸町３－11　　　　　長崎市幸町３－11

2025 2025 　　  №１№１

（一社）長崎県建築士会会報

長崎市 長崎銀行本店と路面電車
 写真撮影／髙橋 弘一（長崎県建築士会）

長崎市 英国領事館開館式
 令和８年１月30日
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